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18 世紀の産業革命以来，欧米先進諸国を中心に工業化が
進み著しい経済成長を遂げたが，その裏では産業の発展に伴
う大気・水・土壌汚染など様々な環境問題が顕在化し，人類
が解決すべき大きな課題として残されている。我が国におい
ても，明治維新により遅れていた産業の近代化が進められ，
欧米諸国と肩を並べるべく富国強兵のもとに鉱工業を積極的
に推進したが，その代償として 19世紀後半に栃木県の足尾
銅山の採掘事業に伴う鉱毒ガスや鉱毒水の排出に起因する渡
良瀬川周辺の環境汚染問題が発生した。
さらに，20 世紀に入ると第二次世界大戦前後にかけて富

山県における「イタイイタイ病」や熊本県の「水俣病」など
産業由来の重金属汚染に起因する公害病が発生した。イタイ
イタイ病は，富山県の神通川下流域にあたる婦負郡婦中町の
住民に多発した我が国初の公害病で，原因は鉱山の製錬に伴
う未処理排水に含まれていたカドミウム中毒であることが後
に判明した。すなわち，鉱山から排出されたカドミウム汚染
水は神通川水系を通じて下流の水田土壌に流入・堆積し，農
作物のカドミウム汚染に繋がった。被害者は主に出産経験の
ある中高年の農家の女性で長年にわたり水田の農作業に従事
し，同地域でカドミウムに汚染されたお米，野菜，飲料水を
日常的に摂取していた地域住民であった。
一方，水俣病は熊本県の水俣湾沿岸地域の住民に発生した

有機水銀中毒で，原因は化学工場から水俣湾に排出されたメ
チル水銀が海水中で生態系の食物連鎖により生物濃縮を受け
魚介類に蓄積し，その汚染した魚介類を日常的に摂取した地
域住民が神経症状を主体とした中毒症状を発現した。水俣
病については，当初は地元では原因不明の「奇病」と呼ば
れ，感染症の可能性が疑われた経緯があり，原因が工場から
排出されたメチル水銀であると特定されるまでにはかなりの
年月を要した。なお，問題の化学工場は水俣湾に隣接してお
り，1946 年頃から 1968 年 5 月頃にかけ，ほぼ 20 年間に
わたりメチル水銀を含む工場排水を無処置のままで直接水俣
湾に放出し続けた。その結果，1950 年代の初期に同地域に

棲息する猫の「踊り病」や「狂死」が相次ぎ，同様に地域住
民においても神経系中毒症状を訴える患者が続出したため，
1956 年に公式に水俣病として確認され，1968 年 9 月には
公害病として政府により認定された。これらの公害病は，い
ずれも鉱山あるいは化学工場の操業に伴う重金属（銅，カド
ミウム，水銀）の環境汚染で，地域住民に甚大な損害と健康
被害を与える結果となった。我が国は戦後の敗戦復興過程に
おいて経済優先を掲げ著しい経済発展を遂げたが，その一方
では環境汚染が進み，四大公害病（イタイイタイ病，熊本水
俣病，新潟水俣病，大気汚染に起因する四日市・川崎ぜんそ
く）が発生し多くの国民が苦しめられる結果となった。
この教訓から 1980 年代以降，我が国は経済優先から環境

重視へと徐々に方向転換を図り，環境汚染に対する規制が厳
しくなり，現在においては各地で豊かな自然が戻りつつある。
21 世紀に入り世界の人口は現在 75 億で 2050 年までには
100億に至る勢いである。特に人口の多い中国においては近
年に驚異的な経済成長を成し遂げたが，その陰で都市部にお
いて PM2.5 など深刻な大気汚染に悩まされている。
中国政府もやっと環境保全の重要性を認識し，産業界に対

する規制を厳しくしているが，回復するまでにかなりの年月
を要すものと推察される。また，世界各地の産業発展と共に
温室効果ガスの排出量が増え地球温暖化が進み各地で自然災
害が頻繁に起きているが，温室効果ガスの排出規制に関して
は，各国の足並みがそろわず，具体的進展に至っていない。
このような状況下の中で我々人類のなすべきことは，経済

も重要であるが，地球あっての人類であることを再認識し，
地球環境保全を最優先に掲げ，経済発展途上国を含め各国が
協力し合って環境保全に取り組むべき時期に来ている。
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২生ޢ岸を࢝めとした水辺྘化に
おいて，ܗ؍ܠ成を特に期଴する場
合，Ֆのඒしさが重要視され，ந水২
物のΩγϣウϒ（I ris pseu dacoru s�-.）
が重要なߏ成छとなってきた（ࡩҪ�
1989）。
ΩγϣウϒはΞϠメՊΞϠメ属の多

年生ந水২物で，自然高は 0.4 ʙ 1.5�
Nにୡする。図 �1 ͼ図ٴ �2 にࣔす通
り，4ʙ 6月には઱ԫ৭のඒしいՖを
࡙かͤてބপやՏ川の沿岸ଳにඒ؍を
૑出する。ࡣ果はஅ໘がほぼܗ֯ࡾを
した 4.0 ʙ 7.5�DN程౓の長ପԁܗを
しており，9ʙ 11 月に成ख़して྾։
し，छࢠをࢄ෍する（֯野�1996��大
ୌ・ੴ�1980ށ）。ळقには新しい෼
げつが出現し，ӽౙ後，य़قには一部
の෼げつからՖܪが৳長し࢝める。繁
৩力はԢ੝で，高い஠ૉ要ٻ性を有す
るため（4VUIFSMBOE�1990），富ӫཆ
化の進んͩ水域環境下でも多くݟ出さ
れる。μムஷ水஑のようにஷ水量の増
ף，に伴って大きく水Ґมಈが生じݮ
水৚݅やס૩৚݅が܁りฦされる水辺
環境でも生ҭすることが可能である
（ඦ瀬�2001）。଱ס性や，水中の஠ૉ・
Ϧϯআڈ（ԕ田�1998）ٴͼ重金属আ
などの水࣭ড়化能（ઙҪら�2006）ڈ
にも優れた特性を有している。地下部
は直ܘ 1ʙ 4�DNのࠜܪを有し，不定
ࠜを地ද໘෇近でϚοτ状に発ୡさͤ
るためޢ岸の土壌ਁ食も཈制できる。
原産はϤʔϩούから中ԝΞδΞで

あり，日本には明治時代にԂܳ২物と
してಋ入され，現在では全国各地の
ؼপ，ため஑，Տ川，水࿏などにބ
化している（֯野�1996��大ୌ・ੴށ�
1980）。世界ではϤʔϩού全土に෼
෍し（4VUIFSMBOE�1990），特にイΪ
ϦスやΞイルϥϯドではՏ川やބপの
水辺྘化にར༻されている事ྫが多い
（高ڮ・近౻�2004）。また，๺ΞメϦ
カ全土，ΞδΞではίʔカαス地方，
γϦΞやγϕϦΞ地方，さらに๺Ξϑ
Ϧカや，ೆ半球のχϡʔδʔϥϯドま
で෼෍が޿がっている（$PEZ�1961��
PSFFDF�1964）。これらの地域の大部
෼が日本と同じように，当初はԂܳ༻
としてಋ入された経緯がある。
日本では全国各地おいて，水辺྘化

に੝んにར༻されてきたが，2005 年
に制定された֎来生物๏において，Ω
γϣウϒは重఺対ࡦ֎来छ（چ要஫ҙ

֎来生物Ϧスτ）にϦスτΞοϓされ
た。૯合的な対ࡦがඞ要とされている
現状では，繁৩特性を೺Ѳし，طଘ܈
མをద੾に؅理するඞ要性がある。

���Ωγϣ΢ϒͷ෼෍֦େ
ժಛੑൃࢠ༩͢Δछدʹ

自然৚݅下におけるΩγϣウϒの෼
෍֦大はछࢄࢠ෍ٴͼࠜܪのӫཆ繁৩
にґଘする。そこで，まずछࢠによる
෼෍֦大をݕ౼するために，ஷଂ৚݅
がΩγϣウϒछࢠの発ժにおよぼすӨ
。した౼ݕについてڹ

	�
�छࢠͷҟͳΔஷଂ৚͕݅ൃժ
͍ͯͭʹڹӨ͢΅ٴʹ

1997 年にԬ山大学ะ場の࠿ഓ܈མ
において，ࡣ果が྾։した直後の 10
月 � 日にछࢠを採取した。छࢠは 10

ਤ��　����Ԭࢢࢁ಺ΛྲྀΕΔ੢઒྘ಓެԂͷ
Ωγϣ΢ϒ܈མʢ����೥ �݄ ��೔
Өʣࡱ

ਤ��　�����Ωγϣ΢ϒ։Ֆݸମʢ����೥�݄�೔
Өʣࡱ
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தౢɿ֎དྷਫੜ২෺Ωγϣ΢ϒͷੜଶͱద੾ͳ؅ཧ๏　�

月 2� 日から室温での෩סஷଂ，5ˆ
৚݅下での࣪५ٴͼ෩סஷଂ，野֎で
のຒ土ஷଂの 4৚݅でஷଂし，野֎ຒ
土ஷଂをআく �৚݅はஷଂ։࢝から
1ϲ月までは 6日ຖに，以降は 4৚݅
とも 1ϲ月ຖに 11 回取り出して発ժ
࣮験にࢼڙした。発ժ࣮験はイϯΩϡ
ϕʔタʔ಺でߦい，発ժচの温౓৚݅
はன温 �0ˆ，໷温 2�ˆのม温৚݅と
し，ޫ ৚݅は 12時間日長（�0
000MY）
とした。
図 �� にࣔす通り，発ժ཰が最も高

く推Ҡしたのは野֎ຒ土ஷଂ（地温ɿ
�1.�ˆʙ 25.5ˆ）のछࢠで，ஷଂ期
間が �ϲ月間になると 94.0ˋとଞの
処理۠より有ҙに高く，ଞのどのஷଂ
৚݅よりもٳ຾֮੧が進んͩ。ஷଂ期
間中の発ժは野֎ຒ土ஷଂについての
み認められ，ஷଂ期間 �ϲ月間まで
は 2.0 ʙ 5.�ˋであったが，4ϲ月間
になると 77.�� とܹٸに高まり，以
降は大部෼のछࢠがஷଂ中に発ժし
た。これより，野֎のछࢠは大部෼が
य़期に発ժするが，一部はळ期に発ժ
することも確認した。

	�
�ळظʹग़ժ͢Δछஂूࢠʹ͍ͭͯ

ळ期に出ժする࣮生は自然৚݅下で
もݟ出され，年಺中にある程౓生長し
てӽౙする。ӽౙ後，ཌय़に଎やかに
生長を再։するため，य़期に出ժする
࣮生よりもૣ期に大ܕのݸ体に生長す
る。そこで，छࢠのࡣ果の྾։程౓，
ண生Ґ置，छܕࢠおよͼछൽُ྾の有
無とळ期に出ժするछࢠとの関܎につ
いてௐࠪした。
まず，ळ期に出ժするׂ合を೺Ѳす

るために，1998 年 9 月 19 日に採取
したछࢠについて，水田土壌をॆరし
た 1�10
000B ϫάωルϙοτの地ද
໘へ೻छして野֎にઃ置した。その結
果，大半は結࣮後ཌ年のय़期に出ժ
したが，結࣮後同年のळ期にも 2ʙ
16ˋのׂ合で出ժした。同時に採取
したछࢠについて，イϯΩϡϕʔタʔ
಺で発ժ࣮験を࣮ࢪした結果，׬全に
྾։したࡣ果に残っているछࢠは室温
෩סஷଂでٳ຾性が深かったが，野֎
࣮験における出ժ཰とࡣ果の྾։程
౓との間に相関はなかった。その後，

2000 年から 2001 年にかけて，छࢠ
のண生Ґ置やछܕࢠによる発ժ࣮験を
かで，྾ۇ຾性のࠩはٳ，したがࢪ࣮
։時期によるҧいもগなく，ळ期出ժ
との関連性は௿いとߟえられた。
छ々の発ժ࣮験でळ期出ժをূݕす

る中で，छࢠの採取時にछൽにُ྾を
生じているछࢠのଘ在に気が෇いた。
そこで，2002 年の 9 月から 10 月に
かけて，ࡣ果ຖにछࢠ਺とࡣ果಺発ժ
छࢠ਺（図 �4）をछൽُ྾の有無に
より۠෼してܭଌ後，採取時の未発ժ
छࢠを対৅に発ժ࣮験を࣮ࢪした。そ
の結果，छൽにُ྾（図 �5）を生じ
たछࢠは発ժ（図 �6）の։࢝がૣく，
温৚݅下でも高いྦྷ積発ժ཰߃ˆ�0
をࣔしたため，ळ期出ժに大きくد与
しているとߟえられた。

ਤ��　�ஷଂ৚͕݅ҟͳΔछࢠͷมԹ৚݅Լʹ͓͚Δൃժ཰ͷ࣌ܦมԽ

第3図　貯蔵条件と発芽床の
貯蔵期間
貯蔵開始時 1997/10/23
６日 1997/10/29
１２日 1997/11/4
１８日 1997/11/10
２４日 1997/11/16
１ヶ月 1997/11/22
２ヶ月 1997/12/24
３ヶ月 1998/1/25
４ヶ月 1998/2/24
５ヶ月 1998/3/24
６ヶ月 1998/4/25
７ヶ月 1998/5/25
８ヶ月 1998/6/26
９ヶ月 1998/7/26
１０ヶ月 1998/8/25
１１ヶ月 1998/9/26
１２ヶ月 1998/10/26
注１）1997年に岡山大学圃
注２）温度条件：23～30℃
注３）明条件：12時間日長
注４）括弧内は平均発芽速
注５）野外埋土貯蔵は貯蔵
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１１ヶ月 1998/9/26
１２ヶ月 1998/10/26
注１）1997年に岡山大学圃
注２）温度条件：23～30℃
注３）明条件：12時間日長
注４）括弧内は平均発芽速
注５）野外埋土貯蔵は貯蔵
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੾அยͷӫཆൟ৩ܪࠜ���
ಛੑٴͼ஍্෦מऔॲཧͷ
ੜҭ཈੍ޮՌ
大Ӎなどによる自然的᎟ཚ，מ取

などの؅理作業による人ҝ的᎟ཚが生
じると，ࠜܪはطଘ܈མから੾அさ
れ，水流に৐って֦ࢄ後，ඬணして新
たに܈མをܗ成する。水Ґมಈ౳によ
りׯ཮地にඬணする場合もあるが，ࠜ
૩סが࿐出したܪஅยは大気中にࠜܪ
৚݅下でも�ϲ月間生ଘが可能とされ
（4VUIFSMBOE�1990），再ͼ水Ґมಈや降
Ӎ౳によって生ҭに޷దな水෼৚݅下
におかれると，定ணする可能性もे෼
にある。定ண時は1ݸ体のࠜܪஅยで
あってもཌ年はԢ੝にநଽして։Ֆ結
࣮するため，։Ֆに至るݸ体の֎部ܗ
態をݕ౼した。また，։Ֆ後のछࢄࢠ
෍を཈制するために，時期の異なるՖ
取処理מの੾আ処理ならͼに地上部ܪ
後ཌ年の։Ֆٴͼछࢠ生産をௐࠪした。

	�
�य़قʹ͓͚Δݸମͷ֎෦ܗଶ
ͱ։Ֆͱͷؔ܎ʹ͍ͭͯ

Ԭ山大学農学部ะ場において 2000

年 �月 �0 日に২࠿してܗ成した܈མ
（2.4�Nº1.6�N） か ら 2006 年 � 月
14 日に෼げつ਺が 1ʙ 6本，྘༿਺
が 2ʙ 8 ຕからなるݸ体を 571 体ݸ
採取した。全ݸ体について，0ʙ 45�
H までの新઱重を 5�H ຖに 9 水४で
෼類し，2006 年 � 月 21 日に水田土
壌をॆరしたԘϏ製ϙοτ（಺ܘ 20�
DNº 深さ 50�DN）に ࠿体ずつ২ݸ1
した。։Ֆௐࠪは最初に։Ֆを確認し
た 2006 年 5 月 14 日より໿ 1ϲ月間
ຖ日ߦい，Ֆܪຖに։Ֆ਺をܭଌして
։Ֆ日をه࿥した。
本࣮験にࢼڙした全 571 ，体の಺ݸ

体が։Ֆに至った。図ݸ70 �7 に২࠿
。体཰をࣔしたݸ体の新઱重ผ։Ֆݸ
։Ֆݸ体཰（各水४のݸ体਺に対する
։Ֆݸ体਺のׂ合）は新઱重が 15�H
より重くなるに従って徐々に高まり，
২࠿時に �0�H 以上のݸ体は 76�� 以
上が։Ֆに至った。図 �8 に২ݸ࠿体
の྘༿਺ผ։Ֆݸ体཰をࣔした。྘༿
਺ผの各水४のݸ体਺の෼෍は 4ຕ
を中心としたほぼਖ਼規෼෍に近いܗを
ࣔしたが，։Ֆݸ体཰は 2ຕが最も
高く，྘༿਺が多いݸ体ほど։Ֆݸ体

཰は௿かった。
同じΞϠメ属のϋφγϣウϒ（ I ris 

en sata T h u n b .�WBS.�en sata）の෼げつは
前年のळقに༿਎が 7ຕ以上あれば
Ֆժが෼化し，ཌय़には༿ժよりଠく
大ܕ化する（෌野�1994）。本࣮験の
結果から，Ωγϣウϒは新઱重が 25�
H 以上のݸ体であれば 50�ˋ以上が։
Ֆに至ったため，ϋφγϣウϒと同様
にय़قにՖժを含むݸ体は༿ժのみを
含むݸ体より重い可能性が高く，前年
のळقには྘༿਺が多く生ҭの良い෼
げつであると推定される。また，։Ֆ
に至るݸ体の྘༿਺がগなかったの
は，य़قはՖܪのܗ成にΤωルΪʔを
ॆ࣮さͤるためとߟえられる。

	�
�։Ֆͷ༗ແ͕ੜҭʹٴ΅͢Өڹ
ʹ͍ͭͯ

前߲ 	1
�における։Ֆௐࠪऴྃ後，
২࠿時の新઱重で 20 ʙ �5�H では։
Ֆݸ体が໿半਺を઎めたため，その಺，
無作ҝにܭ 77 ，体ɿ41ݸ体（։Ֆݸ
未։Ֆݸ体ɿ�6）をબൈして，։Ֆ
した 41 にて੾আすࡍを地ܪ体はՖݸ
るՖܪ੾আ処理，未։Ֆの �6 体にݸ
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੾அยͷӫཆൟ৩ܪࠜ���
ಛੑٴͼ஍্෦מऔॲཧͷ
ੜҭ཈੍ޮՌ
大Ӎなどによる自然的᎟ཚ，מ取

などの؅理作業による人ҝ的᎟ཚが生
じると，ࠜܪはطଘ܈མから੾அさ
れ，水流に৐って֦ࢄ後，ඬணして新
たに܈མをܗ成する。水Ґมಈ౳によ
りׯ཮地にඬணする場合もあるが，ࠜ
૩סが࿐出したܪஅยは大気中にࠜܪ
৚݅下でも�ϲ月間生ଘが可能とされ
（4VUIFSMBOE�1990），再ͼ水Ґมಈや降
Ӎ౳によって生ҭに޷దな水෼৚݅下
におかれると，定ணする可能性もे෼
にある。定ண時は1ݸ体のࠜܪஅยで
あってもཌ年はԢ੝にநଽして։Ֆ結
࣮するため，։Ֆに至るݸ体の֎部ܗ
態をݕ౼した。また，։Ֆ後のछࢄࢠ
෍を཈制するために，時期の異なるՖ
取処理מの੾আ処理ならͼに地上部ܪ
後ཌ年の։Ֆٴͼछࢠ生産をௐࠪした。

	�
�य़قʹ͓͚Δݸମͷ֎෦ܗଶ
ͱ։Ֆͱͷؔ܎ʹ͍ͭͯ

Ԭ山大学農学部ะ場において 2000

年 �月 �0 日に২࠿してܗ成した܈མ
（2.4�Nº1.6�N） か ら 2006 年 � 月
14 日に෼げつ਺が 1ʙ 6本，྘༿਺
が 2ʙ 8 ຕからなるݸ体を 571 体ݸ
採取した。全ݸ体について，0ʙ 45�
H までの新઱重を 5�H ຖに 9 水४で
෼類し，2006 年 � 月 21 日に水田土
壌をॆరしたԘϏ製ϙοτ（಺ܘ 20�
DNº 深さ 50�DN）に ࠿体ずつ২ݸ1
した。։Ֆௐࠪは最初に։Ֆを確認し
た 2006 年 5 月 14 日より໿ 1ϲ月間
ຖ日ߦい，Ֆܪຖに։Ֆ਺をܭଌして
։Ֆ日をه࿥した。
本࣮験にࢼڙした全 571 ，体の಺ݸ

体が։Ֆに至った。図ݸ70 �7 に২࠿
。体཰をࣔしたݸ体の新઱重ผ։Ֆݸ
։Ֆݸ体཰（各水४のݸ体਺に対する
։Ֆݸ体਺のׂ合）は新઱重が 15�H
より重くなるに従って徐々に高まり，
২࠿時に �0�H 以上のݸ体は 76�� 以
上が։Ֆに至った。図 �8 に২ݸ࠿体
の྘༿਺ผ։Ֆݸ体཰をࣔした。྘༿
਺ผの各水४のݸ体਺の෼෍は 4ຕ
を中心としたほぼਖ਼規෼෍に近いܗを
ࣔしたが，։Ֆݸ体཰は 2ຕが最も
高く，྘༿਺が多いݸ体ほど։Ֆݸ体

཰は௿かった。
同じΞϠメ属のϋφγϣウϒ（ I ris 

en sata T h u n b .�WBS.�en sata）の෼げつは
前年のळقに༿਎が 7ຕ以上あれば
Ֆժが෼化し，ཌय़には༿ժよりଠく
大ܕ化する（෌野�1994）。本࣮験の
結果から，Ωγϣウϒは新઱重が 25�
H 以上のݸ体であれば 50�ˋ以上が։
Ֆに至ったため，ϋφγϣウϒと同様
にय़قにՖժを含むݸ体は༿ժのみを
含むݸ体より重い可能性が高く，前年
のळقには྘༿਺が多く生ҭの良い෼
げつであると推定される。また，։Ֆ
に至るݸ体の྘༿਺がগなかったの
は，य़قはՖܪのܗ成にΤωルΪʔを
ॆ࣮さͤるためとߟえられる。

	�
�։Ֆͷ༗ແ͕ੜҭʹٴ΅͢Өڹ
ʹ͍ͭͯ

前߲ 	1
�における։Ֆௐࠪऴྃ後，
২࠿時の新઱重で 20 ʙ �5�H では։
Ֆݸ体が໿半਺を઎めたため，その಺，
無作ҝにܭ 77 ，体ɿ41ݸ体（։Ֆݸ
未։Ֆݸ体ɿ�6）をબൈして，։Ֆ
した 41 にて੾আすࡍを地ܪ体はՖݸ
るՖܪ੾আ処理，未։Ֆの �6 体にݸ
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தౢɿ֎དྷਫੜ২෺Ωγϣ΢ϒͷੜଶͱద੾ͳ؅ཧ๏　�

ついてはמ取高を 5�DNとして地上部
の෼げつ全体をמ取る地上部מ取処理
をࢪした。։Ֆݸ体のՖܪ਺は全て 1
本であり，Ֆܪ੾আ処理は 2006 年 6
月 �0 日より，地上部מ取処理は 7月
28 日より໿ 1ϲ月ຖに，各 6൓復ず
つ無作ҝにબൈして各 4回࣮ࢪした。
ཌ年の 2007 年 5 月 14 日から 6 月
29 日にかけてՖܪ਺ٴͼ։Ֆ਺をه
࿥し，�8 月 8日にູ࣮ࡣ果਺をܭଌし
た。
ද �1 にՖܪ੾আ処理ٴͼ地上部מ

取処理がཌ年のՖܪ਺，։Ֆ਺ٴͼູ
࣮਺に与えるӨڹをࣔした。Ֆܪ੾আ
処理は，処理の有無ٴͼ処理時期のҧ
いにおいて，ཌ年のՖܪ਺，։Ֆ਺ٴ
ͼູ࣮ࡣ果਺に 5�� 水४で有ҙࠩは
認められなかった。地上部מ取処理に
ついては，מ取らない場合とൺֱして
ཌ年のՖܪ਺に有ҙࠩは認められな
かったものの，։Ֆ਺ٴͼູ࣮ࡣ果਺
が 5��水४で有ҙにݮগした。
Ξイルϥϯドや๺੢ΞメϦカでは，

छࢠがӡՏや川の水流によって෼෍
域が޿められ（$BGGSFZ・MPOBIBO�
1997��3BWFO・5IPNBT�1970）， Ξ
メϦカϞϯタφभではௗに෇ணして෼
෍域が֦大した。σϯϚʔΫでは海流
によるछࢄࢠ෍が可能であることがࣔ
された（+FTTFO�1955）。これらのใ
成ܗམ܈から，Ωγϣウϒの新たなࠂ
を཈制するためには，छࢄࢠ෍を๷͙

ことが最優先であり，։Ֆऴྃ後，ळ
੾আは෼෍域ܪ෍までのՖࢄࢠのछق
֦大を๷͙؅理ख๏として有効であ
る。たͩし，Ֆܪを異なる時期に੾আ
してもཌ年のՖܪ਺，։Ֆ਺ٴͼູ࣮
しなかった。これに対ڹ果਺にはӨࡣ
し，地上部מ取処理は無処理とൺֱし
て，ཌ年の։Ֆ਺やູ࣮ࡣ果਺をݮগ
さͤた。これは，ळقにおける෼げつ
の生ҭ状況がྼり，Ֆժܗ成にӨڹし
たためと推定された。
֎部ܗ態からय़قに新઱重が重く，

྘༿਺のগない෼げつはՖժであるׂ
合が高く，ٯに新઱重がܰく，྘༿਺
が多ければ༿ժである確཰が高いこと
が明らかとなった。また，։Ֆに至ら
ないݸ体はԢ੝な生ҭをࣔす܏向に
あったため，෼げつをמ取ればཌ年の
生৩生長を཈制することが可能であ
る。

���ҟͳΔמऔॲཧʹΑΔ
଱ףਫੑͷݕ౼

Ωγϣウϒと同じ多年生ந水২物の
ώメガϚ（ T yph a an g u stif olia�-.）やϤ
γ（ P h rag m ites au stralis� 	$BW.
�5SJO.�
FY�4UFVE.）の๷আٴͼ؅理について
は，מ取処理による機ց的๷আ๏が
�されており（/FMTPO�et al.�1966౼ݕ�
Ҫ�1991），Ωγϣウϒにおいてもࡩ
機ց的๷আ๏をݕ౼する໨的で，時期

の異なるמ取処理後の଱ף水性をݕ౼
した。
2	1
 と同じطଘ܈མから同日に

126 ഓした。2007࠿体を採取してݸ
年 9 月 7 日に生ҭௐࠪを࣮ࢪ後（෼
げつ਺ 4.��1.2，૲ৎ 60.9�11.0ᶲ，
Ֆܪ਺ 1.0�0.0），水田土壌をॆరし
た 1�5
000�B ϫάωルϙοτに 1 ݸ
体ずつҠ২した。ӽౙժの出現する時
期にあたる 2007 年 9 月 18 日に，全
ての෼げつに対して，地ࡍの 0ᶲ，地
からࡍ 1ᶲ，2ᶲ，�ᶲ，4ᶲٴͼ 5ᶲ
のמ取高で 18 ࢪ取処理をמ体ずつݸ
し，無処理の 18 体をՃえたݸ 7処理
取後は同日中מ。体をઃ定したݸ126
に，全てのמ取高について，ף水深を
地ࡍの 0ᶲ（無ף水），地ࡍから 1ᶲ，
2ᶲ，�ᶲ，4ᶲٴͼ 5ᶲの 6水४とし
て ܭ，水さͤף体ずつݸ� 42 処理 �
൓復をઃ定した。その後，מ取処理か
ら໿ �ϲ月後の 12 月 11 日に෼げつ
਺をܭଌした。
ӽౙ後，2008 年 7 月 28 日に生ҭ

ௐࠪを࣮ࢪした結果，מ取高が 0ᶲٴ
ͼ 1ᶲのמ取処理をআき，מ取高が 2
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ࠩ異が認められなかった（෼げつ਺
4.2�1.2，૲ৎ 45.2�5.�ᶲ）。そこで，
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ද��　Ֆܪ੾আॲཧ͓Αͼ஍্෦מऔॲཧ͕ॲཧޙཌ೥ͷՖܪ਺ɼ։Ֆ਺͓Αͼູ࣮਺ʹ༩͑ΔӨࠉ1-⾲ڹⰼⱼษ㝖ฎ⌮ࡧࡼ࠾ᆅୖ㒊สྲྀฎ⌮ࡀฎ⌮ᚋ⩣ᖺࡢⰼⱼᩘ㸪㛤ⰼᩘࡧࡼ࠾⛱ᐇᩘ࡟୚ࡿ࠼ᙳ㡪

処理の種㢮 処理ᖺ᭶日 ཯᚟ᩘ

花ⱼษ除処理 ����ᖺ�᭶��日 6 17.5 ±5.5 a 148.� ±10.2 a 69.7 ±11.� a

2006ᖺ7᭶28日 6 16.7 s��6 a 141.5 s���4 a ���7 ±28.2 a

2006ᖺ8᭶25日 6 15.� ±5.0 a 125.2 ±19.6 a 68.� ±9.0 a

2006ᖺ9᭶22日 6 14.5 ±1.9 a ����2 ±27.5 a 75.8 ±15.8 a

無処理 17 14.8 ±5.4 a 129.5 ±18.9 a 77.8 s���4 a

地ୖ㒊ส取処理 ����ᖺ�᭶28日 6 15.� s��9 a ���5 ±16.5 a 42.2 ±12.8 a

2006ᖺ8᭶25日 6 15.7 ±5.2 a 91.5 ±27.8 a 50.7 ±12.4 a

2006ᖺ9᭶22日 6 17.0 ±4.9 a 91.5 ±9.� a 56.� ±8.6 a

2006ᖺ10᭶��日 6 14.8 ±5.5 a 101.� ±12.8 a 57.2 ±15.� a

無処理 6 12.7 ±2.7 a ����7 ±8.9 b 82.7 ±14.7 b

1) ᖹᆒ್sᶆ‽೫ᕪで⾲ࠋࡍ⥆くᩥᏐ࡞␗，ࡣる場ྜに5㸣水‽で有ពᕪ࠶ࡀる࡜ࡇを♧ࠋࡍ

花ⱼᩘ1)㸦本/ಶయ㸧 開花ᩘ1)㸦ಶ/ಶయ㸧 ⛱実᭾果ᩘ1)㸦ಶ/ಶయ㸧
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で，各々 18 取処理を再౓מ体ずつݸ
し，無処理のࢪ 18 体をՃえたݸ 5処
理 90 取後は同日מ。体をઃ定したݸ
中に，前年と同様の 6水४のף水深
として ܭ，水さͤף体ずつݸ� �0 処
理 � ൓復をઃ定した。その後，מ取
処理から໿ �ϲ月後の 10 月 �0 日に
෼げつ਺をܭଌした。
ද �2 にӽౙժ出現期におけるמ取

処理 �ϲ月後のף水深ผの෼げつ਺
をࣔした。ӽౙժ出現期には全処理で
෼げつの再生が認められた。מ取高が
地ࡍの 0ᶲの場合，1ᶲ以上のף水深
では，מ取高が 1ᶲ以上のמ取処理よ
り，再生した෼げつ਺がগなかった。
一方，ӽౙժ出現期のמ取処理前はڙ
した全ࢼ 126 体がݸ 1本ずつՖܪを
有していた。しかし，מ取処理後のཌ
年は，無処理の全 18 体がݸ 1本ずつ
Ֆܪを発生さͤたのに対し，מ取処理
をࢪした 108 を発生ܪ体の಺でՖݸ
さͤたのは，מ取高が 4ᶲٴͼ 5ᶲで，
水深がף 1ᶲٴͼ 2ᶲの 4処理におけ
る各 ܭ体のݸ1 。体のみであったݸ4
ද �� に生ҭ੝期におけるמ取処理

�ϲ月後のף水深ผの෼げつ਺をࣔし
た。生ҭ੝期では，מ取高が௿く，ף

水深が深いほど，෼げつ਺がݮগする
のࡍ取高が地מ，向にあった。特に܏
0ᶲٴͼ 1ᶲのמ取処理では，4ᶲٴͼ
5ᶲのף水深で෼げつの再生が認めら
れなかった。
ώメガϚをמ取りによって機ց的に

๷আするには，生ҭ੝期のෳ਺回のמ
取処理がඞ要とされる。米国では，生
ҭ੝期のՆقにγϡʔτを地ࡍの 0ᶲ
で 2回מ取り，ף水深を 7.6ᶲ以上に
すると，מ取後ཌ年のՆقには 100ˋ
の๷আに成ޭした（/FMTPO�1966）。
Ϥγも水໘下でෳ਺回מ取れば再生
が๷げられる（ࡩҪ�1991）。そこで，
Ωγϣウϒの生ҭ੝期にמ取高とף水
深をஈ֊ઃ定した結果，生ҭ੝期にמ
取高を 1ᶲ以下とし，ף水深を 4ᶲ以
上にઃ定すれば，1回のמ取処理で再
生を๷げることが明らかとなった。
ώメガϚのγϡʔτのמ取後にރ死

に至るメカχζムとして，γϡʔτを
水໘下でמ取ると地下部へのࢎૉڅڙ
がࠔ೉となり，地下ܪの生長力が௿
下することがใࠂされている（4BMF・
8FU[FM � 198�� � 4PKEB・4PMCFSH�
199�）。Ωγϣウϒもמ取高よりף水
深が深い場合，෼げつのמ取໘がף水

し，ࢎૉ֫ಘがࠔ೉となって，再生が
๦げられたとߟえられる。
また，ӽౙժ出現期のמ取処理は，

取高がמ 2ᶲ以上ではཌ年の෼げつ਺
をݮগさͤなかったが，Ֆܪの発生に
ついては著しく཈制さͤることが明ら
かとなった。Ώえに，9月上०のӽౙ
ժ出現期におけるמ取処理は，Ωγϣ
ウϒが重఺対ࡦ֎来छとしてݒ೦され
ている近ԑछとのҨ఻的᎟ཚや，छࢠ
෍による෼෍֦大を๷͙ҙຯで重要ࢄ
である。生ҭ੝期ٴͼӽౙժ出現期の
׆水৚݅を組み合わͤてף取処理とמ
༻すれば，様々な状況にԠじてΩγϣ
ウϒ܈མをద੾かつ効཰的に維࣋する
ことが可能である。

���·ͱΊ

に日本全土に෼෍が֦大しているط
現在，ࠜઈを๬むߟえは現࣮的ではな
い。Ωγϣウϒ܈མがଞの生物に対し
て与える生態的Өڹについてはࠓ後も
するඞ要があるが，環境ѹの高い౼ݕ
場ॴにおいてमܠを໨的とした྘化が
期଴される場合，Ωγϣウϒは有༻छ
である。Ώえに，ࠓ後の水辺のܗ؍ܠ
成の場໘では，本ڀݚで明らかにした
Ֆժを有するׂ合の高い෼げつを׆༻
して，य़قに২࠿後，։Ֆによるඒ؍
を଎やかに૑出することを推঑する。
։Ֆ後はՖܪを੾আしてछࢄࢠ෍を๷
͙とともに，地上部をՆقからळقに
1回מ取って，ཌ年のູ࣮ࡣ果਺を 5
ׂʙ 8 ׂまでݮগさͤる。ߋなる生
৩生長を཈制するためには，מ取り回
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で，各々 18 取処理を再౓מ体ずつݸ
し，無処理のࢪ 18 体をՃえたݸ 5処
理 90 取後は同日מ。体をઃ定したݸ
中に，前年と同様の 6水४のף水深
として ܭ，水さͤף体ずつݸ� �0 処
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෼げつの再生が認められた。מ取高が
地ࡍの 0ᶲの場合，1ᶲ以上のף水深
では，מ取高が 1ᶲ以上のמ取処理よ
り，再生した෼げつ਺がগなかった。
一方，ӽౙժ出現期のמ取処理前はڙ
した全ࢼ 126 体がݸ 1本ずつՖܪを
有していた。しかし，מ取処理後のཌ
年は，無処理の全 18 体がݸ 1本ずつ
Ֆܪを発生さͤたのに対し，מ取処理
をࢪした 108 を発生ܪ体の಺でՖݸ
さͤたのは，מ取高が 4ᶲٴͼ 5ᶲで，
水深がף 1ᶲٴͼ 2ᶲの 4処理におけ
る各 ܭ体のݸ1 。体のみであったݸ4
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れなかった。
ώメガϚをמ取りによって機ց的に

๷আするには，生ҭ੝期のෳ਺回のמ
取処理がඞ要とされる。米国では，生
ҭ੝期のՆقにγϡʔτを地ࡍの 0ᶲ
で 2回מ取り，ף水深を 7.6ᶲ以上に
すると，מ取後ཌ年のՆقには 100ˋ
の๷আに成ޭした（/FMTPO�1966）。
Ϥγも水໘下でෳ਺回מ取れば再生
が๷げられる（ࡩҪ�1991）。そこで，
Ωγϣウϒの生ҭ੝期にמ取高とף水
深をஈ֊ઃ定した結果，生ҭ੝期にמ
取高を 1ᶲ以下とし，ף水深を 4ᶲ以
上にઃ定すれば，1回のמ取処理で再
生を๷げることが明らかとなった。
ώメガϚのγϡʔτのמ取後にރ死

に至るメカχζムとして，γϡʔτを
水໘下でמ取ると地下部へのࢎૉڅڙ
がࠔ೉となり，地下ܪの生長力が௿
下することがใࠂされている（4BMF・
8FU[FM � 198�� � 4PKEB・4PMCFSH�
199�）。Ωγϣウϒもמ取高よりף水
深が深い場合，෼げつのמ取໘がף水

し，ࢎૉ֫ಘがࠔ೉となって，再生が
๦げられたとߟえられる。
また，ӽౙժ出現期のמ取処理は，

取高がמ 2ᶲ以上ではཌ年の෼げつ਺
をݮগさͤなかったが，Ֆܪの発生に
ついては著しく཈制さͤることが明ら
かとなった。Ώえに，9月上०のӽౙ
ժ出現期におけるמ取処理は，Ωγϣ
ウϒが重఺対ࡦ֎来छとしてݒ೦され
ている近ԑछとのҨ఻的᎟ཚや，छࢠ
෍による෼෍֦大を๷͙ҙຯで重要ࢄ
である。生ҭ੝期ٴͼӽౙժ出現期の
׆水৚݅を組み合わͤてף取処理とמ
༻すれば，様々な状況にԠじてΩγϣ
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ことが可能である。
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期଴される場合，Ωγϣウϒは有༻छ
である。Ώえに，ࠓ後の水辺のܗ؍ܠ
成の場໘では，本ڀݚで明らかにした
Ֆժを有するׂ合の高い෼げつを׆༻
して，य़قに২࠿後，։Ֆによるඒ؍
を଎やかに૑出することを推঑する。
։Ֆ後はՖܪを੾আしてछࢄࢠ෍を๷
͙とともに，地上部をՆقからळقに
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தౢɿ֎དྷਫੜ২෺Ωγϣ΢ϒͷੜଶͱద੾ͳ؅ཧ๏　7

਺を増Ճするなどݕ౼して，܈མの֦
大を཈制し，その場でڐ༰される܈མ
をద੾に維࣋することが๬ましい。
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のからまれにന৭もある。ৄしくは中ౢՂࢯوの࿦จをࢀরさ
れたいが，ԫ৭のγϣウϒはΩγϣウϒである。
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あ や め

ై」も「ו
かきつばた
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あやめ͙さ

়」はατイϞՊの「ו
しΐうͿ

としてສ༿の時代か「ו
らՎにӵまれ，一方，ࢵ৭のՖをつける「Ֆ

はなしΐうͿ

や়「ו়
あやめはな

，Ֆ」はו
「ై

かきつばた

ए」としてӵわれてきた。「ҏ勢物ޠ」の 9ஈ，在原業ฏ
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の「かきつはた」をંりࠐんͩՎは高ߍの教Պॻにも取り上げ
られる。

ɹ「Ֆ
はなしΐうͿ
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水Ҵ作では୲いखの不足とऩӹの௿
໎が問題で，ল力化と௿ίスτ化がඞ
要である。ҭබがඞ要なҠ২の代わり
に，水田にछࢠを直接೻く「直೻」は
ল力的であるとともに，Ҡ২との組み
合わͤで作期の෼ࢄによる作業の෼ࢄ
が図れ，規໛֦大によっても௿ίス
τ化できるٕज़として期଴されてい
る。直೻໘積は年々増Ճし，2017 年
に�ສ�ઍIB（水Ҵ作෇໘積の2.��）
を௒え（農水ল�2017），ࠓ後も֦大
が期଴される。直೻の໿ �෼の 2 が
代かきした水田に೻छする୷水直೻
で，౦๺地方や๺཮地方で多い。残り
�෼の 1がാの状態で೻छするס田直
೻となっている。ࡶ૲害が問題となり
やすいס田直೻に対し，୷水直೻の問
題は水Ҵのබཱち（生ଘ）が不҆定な
ことである。この要因は，代かきした
土の中にछࢠを೻くとࢎૉ不足などの
理由でރ死しやすいことや，土のද໘
にछࢠを೻くと流されたりුබとなっ
たりௗに食べられたりすることがڍげ
られる。
これらの問題を解決するため，

1980 年頃にࢎૉを発生さͤるࡐࢿで
あるカルύʔคཻࡎでछࢠを被෴し
て代かきした土の中（໿ 1DN）に೻
छするカルύʔίʔςΟϯάٕज़が
։発され，୷水直೻のීٴのܖ機と
なった（水Ҵ直೻ڀݚձ�2012）。さ
らに，2000 年代にమで被෴したछࢠ
を代かきした土の上に೻छするమίʔ

ςΟϯάٕज़が։発された（農ݚ機ߏ�
2010）。この方๏で被෴したछࢠはൺ
重が高いことから土のද໘に೻छして
も，流されたりුබとなったりしにく
く，੃にも食べられにくい。また，మ
ίʔςΟϯάछࢠをס૩さͤると長期
ஷଂできるので，農ؓ期に被෴作業が
できる。現在，ීٴ໘積が最も多い方
๏と推ଌされる。
たͩし，カルύʔίʔςΟϯάは，

被෴ࡐࢿが農ༀでൺֱ的高Ձであるこ
とと，छࢠと同じ重量のࡐࢿを被෴す
る作業にはやや経験がඞ要であること
がීٴ上の課題とߟえられる。また，
మίʔςΟϯάは，被෴後にమがࢎ化
する過程で発೤することから，छࢠが
ইまないようにബく޿げるඞ要がある
ことや，ࢎ化過程を進めるために਺日
はסいたらՃ水するなどのख間がかか
る。また，ס૩した被෴छࢠを༻いる
ことが多いので生ҭが遅いことや，土
の上に೻छするためにআ૲ࡎによって
はༀ害を生じる場合があることや౗෬
にऑいことなどにཹҙするඞ要があ
る。

ེԽ෺ΠΦϯʹΑΔ્֐

ࢠ回঺介するべんϞϦ被෴は，छࠓ
被෴の؆қ化を໨ࢦして։発された。
きっかけは，無被෴のछࢠを土中に೻
छしたࡍにރ死する要因をௐべる中，
छࢠ近๣でེ化物イΦϯ（42�）の発
生がࣔࠦされたことであった（)BSB�
201�B，C）。
これまで，水田にེԫ（4）を含ん

ͩං料を入れるべきではないとされて
きた（たͩし，現在はٯにེԫ不足が
疑われる水田が増えているとةዧされ
࢝めている）。これは，ེ҆などのං
料に含まれるེࢎイΦϯを水田に入れ
ると，高温となるՆにඍ生物が׆発と
なり，水をுった水田の土が極౓のؐ
元的状態（ࢎૉ不足）となって，ེࢎ
イΦϯ（404

2�）がེ化物イΦϯ（42�）
になるེؐࢎ元が生じ，このེ化物イ
Φϯ（ེ化水ૉ）がࠜにো害をٴぼす
ことが，かつて࣪田において問題と
なっていた੝Ն後のळམちの原因とし
て明らかになっていた（川口�1944）。
しかし，Նではなくൺֱ的ྋしいय़に
われる直೻でも，ེ化物イΦϯが生ߦ
成してබཱちの્害要因になっている
かは不明であった。
二ໟ作地ଳである۝भ๺部で，ེ҆

は҆Ձな஠ૉං料としてよく༻いられ
る。୷水直೻でེ҆を多くࢪංする
と，出ժにはӨڹがখさいものの，本
༿のந出が遅れ，ރ死しやすい（)BSB�
201�B）。一方，土を໓ەしたり，土
のද໘に೻छしたりすると，ེ҆ࢪං
によるރ死は生じにくい。20ˆ程౓
でも，ළに土と水を入れて֧፩した
中に೻いたछࢠをガϥスӽしに؍察す
ると，ེ҆のఴՃが多くなるほどछࢠ
近๣がࠇくなる（図 �1）。そこで，ہ
ॴ的なࢎ化ؐ元ిҐ（&I）を経時的
にৄࡉにܭଌする機ثを，҆Ձにෳ਺
自作し（後に，౻原製作ॴより「؆қ
土壌 &I として「7�702'�ܭ �ສԁで
ൢച），土中に೻かれたछࢠの近๣の
&I をܭଌすると，20ˆで � 日後に
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�0.27 までٸ଎に௿下するという著し
いؐ元化が起きていた。一方，छࢠか
ら཭れた部෼の土ではほとんど௿下し
なかった。このことから，छࢠの近๣
は೻छ後す͙にؐ元状態となり，ེ化
物イΦϯが生成して，土中のమと൓Ԡ
してࠇいེ化మ（'F4）が生じるとߟ
えられた。このため，ྋしいय़にߦわ
れる直೻でも，ེ化物イΦϯが生成
し，බཱちを્害する可能性がࣔࠦさ
れた。
イΦϯ（404ࢎེ

2�）と同様に 2 Ձ
のΦΩιΞχΦϯとなるϞϦϒσϯࢎ
イΦϯ（MP04

2�）は，፰߅作༻によっ
てඍ生物によるེࢎイΦϯからེ化物
イΦϯへのؐ元を཈制することがใ

されている（#JTXBTࠂ�et al.�2009）。
そこで，ϞϦϒσϯࢎԘを土にఴՃし
たところ，බཱちがվળされた（)BSB�
201�C）。छࢠ近๣のࠇ化も཈制され
た。このことは，ེ化物イΦϯの生成
が཈制されてබཱちが向上したこと
と，ེ化物イΦϯの生成がබཱち્害
の一因であることをࣔࠦする。

΂ΜϞϦछࢠඃ෴ͷ։ൃ

ϞϦϒσϯはಈ২物のඍ量ඞਢ元ૉ
で，ං料にఴՃされることもあること
から，生産現場での水Ҵ୷水直೻のබ
ཱち向上にར༻することをߟえ，গ
ない࢖༻量で済むようछࢠへの被෴
をݕ౼した（)BSB�201�D）。その結
果，೉༹性のϞϦϒσϯ化合物がద
し，効果はその中であまりࠩがなかっ

たことから，҆Ձなࢎࡾ化ϞϦϒσϯ
をબんͩ。2011 年にࢼ験ڀݚ機関౳
で全国的にࢼしてもらったところ，Ϟ
Ϧϒσϯ化合物ͩけではछࢠの重量が
ほとんど増Ճしないため，水がある水
田でछࢠが流されやすいなどの問題が
明らかとなった。従来๏であるカル
ύʔίʔςΟϯάとమίʔςΟϯάで
もछࢠの 0.5 ʙ 1 ഒ重のࡐࢿを被෴
して重くなっていること，また土中に
೻छすることやࡐࢿίスτについても
えらߟし，一定量のՙ重がඞ要とྀߟ
れた。なお，カルύʔίʔςΟϯάと
మίʔςΟϯάでは，いずれも被෴૚
の保࣋にੴߣを༻いている。ੴߣ（ེ
イΦϯが含まࢎカルγウム）にはེࢎ
れ，土中でؐ元状態となるとེ化物イ
Φϯが生成し，බཱち્害の要因とな
ることがݒ೦された。మίʔςΟϯά
छࢠが土中にຒ຅するとछࢠがࠇくな
ること，またカルύʔίʔςΟϯάで
もබཱち不良となったݸ体をൈいてみ
るとछࢠ近๣がࠇくなっていることが
ある。これらのࠇ化はེ化物イΦϯの
生成の結果とߟえられる。そこで，ੴ
であるϙϦϏχルࡎの代わりに増೪ߣ
Ξルίʔルをར༻することとした（原�
2012）。また，మίʔςΟϯάで༻い
るؐ元మは，被෴後の発೤の؅理が負
୲であることから，それに代わるՃ重
のためのࡐࢿをݕ౼したところ，ࢎ化
మが被෴作業と被෴૚の強౓において
దしていた。そこで，ࢎ化మとϞϦϒ
σϯ化合物とϙϦϏχルΞルίʔルの
ࠞ合ࡐࢿによるछࢠ被෴とし，ࢎ化మ

のผ໊である「べんがら」と「ϞϦϒ
σϯ」に因み，このࡐࢿを「べんϞϦ
，この被෴を「べんϞϦ被෴」，「ࡐࢿ
その直೻を「べんϞϦ直೻」と໊෇け
た。
2012 年からछࢠの 0.1 ഒ重での被

෴でݕ౼し，カルύʔίʔςΟϯά
やమίʔςΟϯάの代ସとして࢖い
たいという要๬があり，2014 年から
0.� ഒ重でもݕ౼を࢝めた。そして，
2016 年から 0.1 ഒ重༻と 0.� ഒ重༻
のࡐࢿが一ൠにൢചされた。さらに࢖
いやすさをݕ౼し，べんがらをൺ重が
໿ 2ഒのものにมえることで，ਹが
ࢄもඈࡐࢿ，って作業が؆қになりݮ
しにくくなり，被෴強౓も高まったこ
とから，2018 年に 0.� ഒ重༻のべん
ϞϦࡐࢿとして「໮化হ」という঎඼
໊でൢചされた（図 （ג），入はߪ。（�2
έʔΤス（چখઘ঎事（ג）），Ϡϯ
ϚʔΞάϦδϟύϯ（ג）౦日本カϯ
ύχʔ，Ҫ関農機（ג），（ג）ΫϘタ
でߪ入できる。Ձ֨は，ൢച元やૹ෇
先で異なり，10LH ା º2 ାで 12
000
ʙ 20
000 ԁ程౓ 	 ૹ料ࠐみ 
 である。

΂ΜϞϦඃ෴ͷํ๏

べんϞϦ被෴には，࠵ժछࢠがར༻
できる。まず，छࢠをফ毒し（మίʔ
ςΟϯάとは異なり，छࢠফ毒はඞ
要），水に਺日ਁけて一部のछࢠが発
ժした程౓で，水から出して୤水す
る。水にਁけすぎてժが৳ͼ過ぎる
と，被෴時にંれてබཱちがѱくな

ਤ��　���౔தʹ೻छ͞ΕͨਫҴछࢠͷग़ժͷ༷ࢠ
छۙࢠ๣ʹེԽమͱΈΒΕΔࠇൗ͕ൃੜɻͳ͓ɼ
ࢠༀ͕ࠞͥͯ͋Γɼछࢼతͳঢ়ଶͰ୤৭͢Δݩؐ
ۙ๣͕ؐݩతͰ͋Δ͜ͱ͕෼͔Δɻ
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る。୤水すれば，ժの৳ͼはある程౓
཈えられる。被෴まで時間がۭく場合
は௿温で保؅すると҆心であるが，常
温でも通気が確保できれば਺日は大ৎ
෉である。᝘などをֻけておくなど通
気と࣪気が保たれる場合，ժよりもࠜ
が৳ͼる。ࠜは被෴で੾れても問題は
なく，むしろࠜが৳ͼたछࢠは本田で
の生ҭが଎く，බཱちが良い（ҏ౻ら�
2018）。たͩし，ࠜが৳ͼすぎると，
छࢠ同࢜がབྷみあって，೻छ機の٧ま
りの原因になる。
被෴は，ミΩαʔ（カルύʔίʔςΟ

ϯά༻のίʔςΟϯάϚγʔϯやίϯ
ΫϦʔτミΩαʔなど）でߦう。被෴
にはద౓な水෼がඞ要で，छࢠがסい
ている場合，直前に水にਁして୤水し
て被෴に༻いる。ミΩαʔにछࢠを入
れ，回転さͤながらগ々ࢄ水し，छࢠ
のද໘をۉ一に࣪らͤる。回転さͤな
がらべんϞϦࡐࢿをগしずつՃえて，
छࢠද໘にべんϞϦࡐࢿをۉ一に෇ண
さͤる。छࢠのද໘がべたつく場合は，
さらにࡐࢿをՃえる。ค状のࡐࢿが
残っている場合はࢄ水する。これを܁
りฦし，คもなくछࢠが過౓にべたつ
かない程౓で，被෴をऴྃする。ඪ४
ではछࢠの 0.� ഒ重のべんϞϦࡐࢿを
被෴さͤる。カルύʔίʔςΟϯάや
మίʔςΟϯάにൺべて，ࡐࢿ量がগ
ないため，被෴作業が༰қであり，छ
同࢜が෇ணしたմが生じにくい。まࢠ
た，մが生じたとしても，మίʔςΟ
ϯάにൺべて被෴の強౓がऑいため，
૩後に力をՃえると؆୯にほ͙れס
る。被෴後にछࢠが発೤することもな

い。たͩし，被෴直後は，被෴૚が࣪っ
ており，೻छ機に入れると٧まる。そ
こで，被෴後はෑ物の上にछࢠをബく
૩さͤる。こסのද໘をࢠげて，छ޿
の時，下の方のछࢠがסきにくいため，
上の方のछࢠがס૩したら，熊खなど
でछࢠを᎟፩する。Ϗχʔルγʔτに
ൺべて，᝘は࣪気が下にൈけるのでס
きやすく，作業がָである。੖ఱであ
ればס૩に̍時間もかからないが，ఱ
気がѱいと時間がかかる。このとき，
᎟፩ͤずに放置すると，下の方のछࢠ
にカϏが生じることもあるので，とき
どき᎟፩する。全てのछࢠのද໘がס
૩すれば೻छできる（図 ��）。通気性
の良いାに入れて؅理し，ૣめに೻छ
する。したがって，೻छ直前にछࢠ被
෴するのが๬ましい。日陰に置けば 1
ि間程は保ଘできる。米ஷଂݿの中な
ど 10ˆほどの௿温に保っておけば 1
か月ほどは保ଘできる。また，被෴छ
をࢠが多量である場合，被෴後にछࢠ
ܕ物༻のฏࠄ，げず，໢ାに入れて޿
化ௐ製ࢎࢠやమίʔςΟϯάछث૩ס
機を༻いてס૩することができる。
べんϞϦ被෴では，छࢠ処理༻のい

もち病๷আの農ༀ「ルʔチϯ '4」と
のซ༻は޿くߦわれている。この場合，
水にਁけて୤水したछࢠに，まずルʔ
チϯ '4 をۉ一にృ෍する。その状態
で，べんϞϦࡐࢿをࠞ合すると，ほと
んど水をՃえることなく（もしくはわ
ずかな水ͩけで）被෴できる。また，
としࡎආسあるいはௗに対するࡎەࡴ

て༻いられるチウϥム水࿨ࡎ「Ωώή
ϯ 3�2 ϑϩΞϒル」とのซ༻でも問
題は生じてないようである（たͩし，
水Ҵ୷水直೻におけるௗに対するسආ
効果については不明）。一方，同様の
छࢠ処理༻のࡴ஬ࡎ「Ωϥοϓγʔド
'4」をృ෍したछࢠにべんϞϦ被෴
をした場合，深めの土中೻छで生ҭ遅
Ԇが起きた事ྫがใࠂされている。ࡴ
஬ࡎ「μϯτπϑϩΞϒル」をృ෍し
たछࢠにべんϞϦ被෴した࣮ࢪ事ྫの
৘ใもे෼でない。ࡴ஬ࡎとのซ༻は
まͩݟ合わͤたほうが良いとߟえてい
る。

΂ΜϞϦඃ෴छࢠͷ೻छ

べんϞϦ被෴छࢠは，カルύʔίʔ
ςΟϯά༻やమίʔςΟϯά༻の೻छ
機で೻छできる。たͩし，べんϞϦ被
෴はカルύʔίʔςΟϯάのように生
ҭଅ進効果がないため，গしઙく೻छ
したほうが良いとߟえている。代かき
同時ଧちࠐみ式఺೻೻छ機（γϣοτ
ガϯ）では，土の৚݅とଧちࠐみ強౓
のௐ੔でઙく（5NN程౓）೻छでき
る。෴土൘を༻いた土中೻छ機でもべ
んϞϦ被෴छࢠは೻छできるが，カル
ύʔίʔςΟϯά（1DN程౓）にൺ
べてઙめ（5NN程౓）に೻छするこ
とが๬ましい。ઙい೻छに対Ԡした೻
छ機もൢചされている（図 �4）。మίʔ
ςΟϯάछࢠ༻のද໘೻छ機でも，土
中೻छできるように೻छߔを作る部඼
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る。୤水すれば，ժの৳ͼはある程౓
཈えられる。被෴まで時間がۭく場合
は௿温で保؅すると҆心であるが，常
温でも通気が確保できれば਺日は大ৎ
෉である。᝘などをֻけておくなど通
気と࣪気が保たれる場合，ժよりもࠜ
が৳ͼる。ࠜは被෴で੾れても問題は
なく，むしろࠜが৳ͼたछࢠは本田で
の生ҭが଎く，බཱちが良い（ҏ౻ら�
2018）。たͩし，ࠜが৳ͼすぎると，
छࢠ同࢜がབྷみあって，೻छ機の٧ま
りの原因になる。
被෴は，ミΩαʔ（カルύʔίʔςΟ

ϯά༻のίʔςΟϯάϚγʔϯやίϯ
ΫϦʔτミΩαʔなど）でߦう。被෴
にはద౓な水෼がඞ要で，छࢠがסい
ている場合，直前に水にਁして୤水し
て被෴に༻いる。ミΩαʔにछࢠを入
れ，回転さͤながらগ々ࢄ水し，छࢠ
のද໘をۉ一に࣪らͤる。回転さͤな
がらべんϞϦࡐࢿをগしずつՃえて，
छࢠද໘にべんϞϦࡐࢿをۉ一に෇ண
さͤる。छࢠのද໘がべたつく場合は，
さらにࡐࢿをՃえる。ค状のࡐࢿが
残っている場合はࢄ水する。これを܁
りฦし，คもなくछࢠが過౓にべたつ
かない程౓で，被෴をऴྃする。ඪ४
ではछࢠの 0.� ഒ重のべんϞϦࡐࢿを
被෴さͤる。カルύʔίʔςΟϯάや
మίʔςΟϯάにൺべて，ࡐࢿ量がগ
ないため，被෴作業が༰қであり，छ
同࢜が෇ணしたմが生じにくい。まࢠ
た，մが生じたとしても，మίʔςΟ
ϯάにൺべて被෴の強౓がऑいため，
૩後に力をՃえると؆୯にほ͙れס
る。被෴後にछࢠが発೤することもな

い。たͩし，被෴直後は，被෴૚が࣪っ
ており，೻छ機に入れると٧まる。そ
こで，被෴後はෑ物の上にछࢠをബく
૩さͤる。こסのද໘をࢠげて，छ޿
の時，下の方のछࢠがסきにくいため，
上の方のछࢠがס૩したら，熊खなど
でछࢠを᎟፩する。Ϗχʔルγʔτに
ൺべて，᝘は࣪気が下にൈけるのでס
きやすく，作業がָである。੖ఱであ
ればס૩に̍時間もかからないが，ఱ
気がѱいと時間がかかる。このとき，
᎟፩ͤずに放置すると，下の方のछࢠ
にカϏが生じることもあるので，とき
どき᎟፩する。全てのछࢠのද໘がס
૩すれば೻छできる（図 ��）。通気性
の良いାに入れて؅理し，ૣめに೻छ
する。したがって，೻छ直前にछࢠ被
෴するのが๬ましい。日陰に置けば 1
ि間程は保ଘできる。米ஷଂݿの中な
ど 10ˆほどの௿温に保っておけば 1
か月ほどは保ଘできる。また，被෴छ
をࢠが多量である場合，被෴後にछࢠ
ܕ物༻のฏࠄ，げず，໢ାに入れて޿
化ௐ製ࢎࢠやమίʔςΟϯάछث૩ס
機を༻いてס૩することができる。
べんϞϦ被෴では，छࢠ処理༻のい

もち病๷আの農ༀ「ルʔチϯ '4」と
のซ༻は޿くߦわれている。この場合，
水にਁけて୤水したछࢠに，まずルʔ
チϯ '4 をۉ一にృ෍する。その状態
で，べんϞϦࡐࢿをࠞ合すると，ほと
んど水をՃえることなく（もしくはわ
ずかな水ͩけで）被෴できる。また，
としࡎආسあるいはௗに対するࡎەࡴ

て༻いられるチウϥム水࿨ࡎ「Ωώή
ϯ 3�2 ϑϩΞϒル」とのซ༻でも問
題は生じてないようである（たͩし，
水Ҵ୷水直೻におけるௗに対するسආ
効果については不明）。一方，同様の
छࢠ処理༻のࡴ஬ࡎ「Ωϥοϓγʔド
'4」をృ෍したछࢠにべんϞϦ被෴
をした場合，深めの土中೻छで生ҭ遅
Ԇが起きた事ྫがใࠂされている。ࡴ
஬ࡎ「μϯτπϑϩΞϒル」をృ෍し
たछࢠにべんϞϦ被෴した࣮ࢪ事ྫの
৘ใもे෼でない。ࡴ஬ࡎとのซ༻は
まͩݟ合わͤたほうが良いとߟえてい
る。

΂ΜϞϦඃ෴छࢠͷ೻छ

べんϞϦ被෴छࢠは，カルύʔίʔ
ςΟϯά༻やమίʔςΟϯά༻の೻छ
機で೻छできる。たͩし，べんϞϦ被
෴はカルύʔίʔςΟϯάのように生
ҭଅ進効果がないため，গしઙく೻छ
したほうが良いとߟえている。代かき
同時ଧちࠐみ式఺೻೻छ機（γϣοτ
ガϯ）では，土の৚݅とଧちࠐみ強౓
のௐ੔でઙく（5NN程౓）೻छでき
る。෴土൘を༻いた土中೻छ機でもべ
んϞϦ被෴छࢠは೻छできるが，カル
ύʔίʔςΟϯά（1DN程౓）にൺ
べてઙめ（5NN程౓）に೻छするこ
とが๬ましい。ઙい೻छに対Ԡした೻
छ機もൢചされている（図 �4）。మίʔ
ςΟϯάछࢠ༻のද໘೻छ機でも，土
中೻छできるように೻छߔを作る部඼
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やछࢠを土にຒめる部඼がൢചされて
いる。また，代かき後のॊらかい土に，
మίʔςΟϯάछࢠ༻のද໘೻छ機で
べんϞϦ被෴छࢠをམ下さͤ，土にઙ
くຒ຅さͤる生産者もいる。
べんϞϦ被෴は，మίʔςΟϯάに

ൺべて੃の食害にऑく，土にຒ຅さͤ
るのが޷ましい。また，カルύʔίʔ
ςΟϯάよりはྼるものの土中೻छで
も出ժすることから，మίʔςΟϯά
のようにද໘೻छにするのではないた
め，土にछࢠがຒまらないように代か
きから೻छまで日਺を長くして土をݻ
めるඞ要はない。Ҡ২のようにබをཱ
てるඞ要もなく，छࢠと同じ重量のࢿ
で被෴するカルύʔίʔςΟϯάにࡐ
ൺべて被෴ࡐࢿ量がগなくてܰいため
に深くຒ຅しにくいことから，土がॊ
らかい状態で೻छできるので，ఱ気༧
ใをߟࢀにし代かきの 1ʙ 2日後に，
೻छ直前に水をམとして೻छすると良
い。たͩし，水田のֹԑなど೻छ機の
ԟ来によってॊらかくなりすぎるとこ
ろでは，छࢠが深くຒ຅して出ժが遅
く，බཱちがѱくなる場合があるので，
深い೻छとならないようにϑϩʔτの
཈えをऑくしたり，Ώっくり೻छする
など஫ҙしたほうが良い。これまで，
現地の水田を含めて，従来๏とଝ৭が
ないබཱちがಘられている（लౡら�
2015� 原・लౡ�2017� ੁ野ら�2016
�
2017B）。

೻छྔͱجංྔ

୷水直೻ではҠ২と異なり，ࠜが੾
れず২え௧みがないため，初期の෼げ
つがԢ੝である。Ҡ২と同じ様なີ౓
でබཱちさͤると，過繁ໜとなり౗෬
しやすくなる。ࢄ೻ʼ৚೻ʼ఺೻のॱ
で౗෬しやすいため，できれば఺೻が
ணを׆ましい。また，Ҡ২ではබの޷
良くし෼げつをଅすためにجංがඞ要
であるが，୷水直೻では෼げつがԢ੝
であるため，جංをݮらすඞ要がある。
しかし，୷水直೻のීٴが進んでいな
い現状では，୷水直೻にదしたං料の
入खが೉しく，Ҡ২༻のං料で代ସͤ
͟るをಘないという問題がある。とは
いえ，౗෬をආけるために೻छ量をগ
なくすると，Կらかの理由でබཱちが
良くないときにࠔる。したがって，過
繁ໜを回ආするために೻छ量をݮらす
のではなく，جංの஠ૉ量をݮらすこ
とが޷ましいとߟえている。暖地であ
る๺部۝भにおいて，二ໟ作水田のഴ
後であれば，ϦϯࢎとカϦが無く，ج
ං஠ૉも無しで，生ҭ後半༻の被෴೘
ૉのみでも，Ҡ২༻のං料と同౳のऩ
量がಘられた（原�2018）。生ҭ後半
༻の被෴೘ૉは୯ංであるため入खも
༰қであり，ං料のίスτもݮ࡟でき
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れが多く，ං料の流๢が多いことも༧
૝される。೻छ量はס໮ �LH�10B を

໨҆とし，جංの஠ૉ量をݮらすこと
で，過繁ໜを回ආすることが๬ましい
とߟえている。

૲๷আͱਫ؅ཧࡶ

୷水直೻では，೻छに合ͤた1回໨
のআ૲ࢄࡎ෍と入水からの自然མ水後，
カルύʔίʔςΟϯάではམ水を維࣋
して本༿1༿期に再୷水して2回໨の
আ૲ࡎをࢄ෍する「མ水出ժ๏」が一
ൠ的であり，మίʔςΟϯάでは୷水
を維࣋する「୷水出ժ๏」や自然མ水
後に間அ的にᕲᕱする「間அᕲ水出ժ
๏」が঑ྭされている（ᖛଜ�2015�ٶ�
ӽ�2015）。カルύʔίʔςΟϯάと同
様に，࠵ժछࢠを༻いて土中に೻छす
るべんϞϦ被෴では，「མ水出ժ๏」が
దしている（図 �5
�6
�7）。土にώϏが
入ってもסいてനっΆくならないݶり
は，ᕲ水をしなくても良いとߟえてい
る。たͩし，మίʔςΟϯάछࢠのよ
うにべんϞϦ被෴छࢠを土のද໘に೻
छする場合（特にछࢠが಺部までסい
ている場合）は，མ水期間が長いとछ
೦があるのݒいて生ҭが遅れるסがࢠ
で，間அᕲ水をした方が良い。
૲がগない水田では，೻छ時のআࡶ

૲ࡎを無しとし，積極的にམ水؅理と
する事ྫもฉくようになった。この場
合の重要な఺は，೻छ前の代かきした
水田に残૲が残らないように，代か
き前にඇબ୒性のআ૲ࡎをࢄ෍した
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り，代かきで残૲をஸೡにঅきこんͩ
りすることである。そして，࠵ժ後に
べんϞϦ被෴したछࢠをしっかりと土
中に೻छする。೻छ後は一時的に୷水
する場合やしない場合があるが，出ժ
։࢝までには水をしっかりམとし，そ
のまま土をסかす。土がסくと，ࡶ૲
は生ҭが཈えられる܏向があるが，࠵
ժさͤた水を含む水Ҵछࢠは出ժして
くる。水Ҵの出ժがଗったら，গしず
つ୷水する。すると，水Ҵとࡶ૲の生
ҭがܹٸに進むので，高༿ྸのϊϏΤ
にも効くআ૲ࡎをࢄ෍し，ࡶ૲を๷আ
する。この方๏は，আ૲ࡎの࢖༻回਺
がগなく，බཱちも良く，土がסいて
いてද૚ണ཭も起きにくく，؅理しや
すい。࣮ࡍは，水田のࡶ૲छࢠの量や
土のछ類やఱީなどの৚݅にもよるの
で，いつもうまくいくわけではないが，
౦๺地方や۝भなどでうまくやってい
る生産者がいるため，ল力的な方๏と
して஫໨している。ࡶ૲が多い水田の
場合は，೻छと同時にࢄ෍でき，མ水
؅理とするআ૲ࡎであるϐϥΫϩχル
，をར༻すれば（ϐϥΫϩϯ，ஹ）ࡎཻ
૲を཈制しつつ೻छ後のམ水؅理がࡶ
可能となる。

εΫϛϦϯΰΨΠରࡦ

暖地のฏ場の水田にはスΫミϦϯΰ
ガイが生息する。水をுるとスΫミϦ
ϯΰガイがಈき出し，水Ҵのժを食べ
るため，୷水直೻のීٴの๦げとなっ
ている（लౡ�2017）。スΫミϦϯΰ
ガイの๷আࡎもൢചされているが，こ

れͩけで๷͙ことは೉しいようであ
る。しかし，そのような水田でも୷水
直೻が҆定的にߦわれている事ྫもݟ
られる。一つの方๏はྠ作をར༻する
ことである。前年に水Ҵを࠿ഓした水
田では，ӽౙした大きめのスΫミϦϯ
ΰガイが出てくるが，前年に大౾など
のാ৚݅で作物を࠿ഓした水田では，
スΫミϦϯΰガイが死໓するので，そ
の食害を受けず，୷水直೻を࣮ࢪでき
る。もう一つの方๏は，୷水を極力
えて，水がগない৚݅で୷水直೻を߇
૲ࡶ，する方๏である。この場合ࢪ࣮
の཈制が課題となるが，前ड़の水Ҵ೻
छと同時にࢄ෍できるআ૲ࡎであるϐ
ϥΫϩχルཻࡎを༻いれば，མ水؅理
が可能である。また，出ժ後もできる
ͩけ入水を遅くし，水Ґもগしずつ上
げて水Ҵを大きく生長さͤ，高༿ྸの
ϊϏΤにも効くআ૲ࡎཻ）ࡎではϊϏ
Τ 4༿まで効く）を࢖うことで，බ
ཱちと཈૲をཱ྆している。それでも
૲を཈えきれない場合は，ϊϏΤࡶ 5
༿まで効くܪ༿処理ࡎ（ΫϦϯチϟʔ
&8，ΫϦϯチϟʔόスM&ӷࡎ，ϫ
イドΞタοΫ 4$，τドメM'ೕࡎな
ど）をࢄ෍するඞ要がある。また，水
田のֹԑに明ڎを੔උすることや，多
くの೻छ機は明ڎを作りながら೻छで
きるため，スΫミϦϯΰガイをߔにू
めて水Ҵと཭すことで，食害をある程
౓回ආできる（ٶӽ�2015）。
なお，近年は，以前よりもスΫミϦ

ϯΰガイのີ౓が௿くなっているとい
う࿩をฉく。カϥスによるั食も؍察
され，またΫϦʔΫに隣接する水田で

はカメが水田にഝい上がってきてスΫ
ミϦϯΰガイをั食するそうで，暖地
のฏ場の水田にもかかわらず，水Ҵ連
作の水田でもスΫミϦϯΰガイの食害
が問題にならず，直೻を࣮ࢪしている
生産者もいる。

΂ΜϞϦ௚೻ͷݱঢ়

全国におけるべんϞϦ直೻の推定
がൢചさࡐࢿ໘積は，べんϞϦࢪ࣮
れ た 2016 年 に �00IB，2017 年 に
1
500IB，2018 年に 2
100IB（୷水
直೻໘積の 9�）と増えている。特に，
౦๺地域では，ࢼ験ڀݚ機関と生産者
や関連ا業が連ܞし，ීٴがٸ଎に進
んͩ（図 �8）。その中で，ٶ৓県では
౗෬にややऑい「ͻとめぼれ」の作෇
けが多く，土中に೻छできるべんϞϦ
直೻の࠿ഓࢼ験やݚमձ౳がਫ਼力的に
被ࢠされた。べんϞϦ直೻は，छࢪ࣮
෴の作業が༰қで，य़作業がԁ׈とな
る。また，土中೻छなのでද໘೻छに
ൺべて，౗෬に強く，ऩ֭時のגൈけ
もগなく，ऩ֭時の作業性も良い。こ
れらの要因が規໛֦大につながったと
。えているߟ
なお，べんϞϦ直೻では，出ժが଎

い࠵ժछࢠのར༻をج本としている
が，ٶ৓県などではべんϞϦ被෴でも
作業ҕୗが࢝まっており，作業ҕୗに
దしたਁ௮のみのछࢠや常温での長期

図-� ��1�ফのべんモリ直播の੃੊ਿ਩શৰ઱૾ய（௓৒）
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り，代かきで残૲をஸೡにঅきこんͩ
りすることである。そして，࠵ժ後に
べんϞϦ被෴したछࢠをしっかりと土
中に೻छする。೻छ後は一時的に୷水
する場合やしない場合があるが，出ժ
։࢝までには水をしっかりམとし，そ
のまま土をסかす。土がסくと，ࡶ૲
は生ҭが཈えられる܏向があるが，࠵
ժさͤた水を含む水Ҵछࢠは出ժして
くる。水Ҵの出ժがଗったら，গしず
つ୷水する。すると，水Ҵとࡶ૲の生
ҭがܹٸに進むので，高༿ྸのϊϏΤ
にも効くআ૲ࡎをࢄ෍し，ࡶ૲を๷আ
する。この方๏は，আ૲ࡎの࢖༻回਺
がগなく，බཱちも良く，土がסいて
いてද૚ണ཭も起きにくく，؅理しや
すい。࣮ࡍは，水田のࡶ૲छࢠの量や
土のछ類やఱީなどの৚݅にもよるの
で，いつもうまくいくわけではないが，
౦๺地方や۝भなどでうまくやってい
る生産者がいるため，ল力的な方๏と
して஫໨している。ࡶ૲が多い水田の
場合は，೻छと同時にࢄ෍でき，མ水
؅理とするআ૲ࡎであるϐϥΫϩχル
，をར༻すれば（ϐϥΫϩϯ，ஹ）ࡎཻ
૲を཈制しつつ೻छ後のམ水؅理がࡶ
可能となる。

εΫϛϦϯΰΨΠରࡦ

暖地のฏ場の水田にはスΫミϦϯΰ
ガイが生息する。水をுるとスΫミϦ
ϯΰガイがಈき出し，水Ҵのժを食べ
るため，୷水直೻のීٴの๦げとなっ
ている（लౡ�2017）。スΫミϦϯΰ
ガイの๷আࡎもൢചされているが，こ

れͩけで๷͙ことは೉しいようであ
る。しかし，そのような水田でも୷水
直೻が҆定的にߦわれている事ྫもݟ
られる。一つの方๏はྠ作をར༻する
ことである。前年に水Ҵを࠿ഓした水
田では，ӽౙした大きめのスΫミϦϯ
ΰガイが出てくるが，前年に大౾など
のാ৚݅で作物を࠿ഓした水田では，
スΫミϦϯΰガイが死໓するので，そ
の食害を受けず，୷水直೻を࣮ࢪでき
る。もう一つの方๏は，୷水を極力
えて，水がগない৚݅で୷水直೻を߇
૲ࡶ，する方๏である。この場合ࢪ࣮
の཈制が課題となるが，前ड़の水Ҵ೻
छと同時にࢄ෍できるআ૲ࡎであるϐ
ϥΫϩχルཻࡎを༻いれば，མ水؅理
が可能である。また，出ժ後もできる
ͩけ入水を遅くし，水Ґもগしずつ上
げて水Ҵを大きく生長さͤ，高༿ྸの
ϊϏΤにも効くআ૲ࡎཻ）ࡎではϊϏ
Τ 4༿まで効く）を࢖うことで，බ
ཱちと཈૲をཱ྆している。それでも
૲を཈えきれない場合は，ϊϏΤࡶ 5
༿まで効くܪ༿処理ࡎ（ΫϦϯチϟʔ
&8，ΫϦϯチϟʔόスM&ӷࡎ，ϫ
イドΞタοΫ 4$，τドメM'ೕࡎな
ど）をࢄ෍するඞ要がある。また，水
田のֹԑに明ڎを੔උすることや，多
くの೻छ機は明ڎを作りながら೻छで
きるため，スΫミϦϯΰガイをߔにू
めて水Ҵと཭すことで，食害をある程
౓回ආできる（ٶӽ�2015）。
なお，近年は，以前よりもスΫミϦ

ϯΰガイのີ౓が௿くなっているとい
う࿩をฉく。カϥスによるั食も؍察
され，またΫϦʔΫに隣接する水田で

はカメが水田にഝい上がってきてスΫ
ミϦϯΰガイをั食するそうで，暖地
のฏ場の水田にもかかわらず，水Ҵ連
作の水田でもスΫミϦϯΰガイの食害
が問題にならず，直೻を࣮ࢪしている
生産者もいる。

΂ΜϞϦ௚೻ͷݱঢ়

全国におけるべんϞϦ直೻の推定
がൢചさࡐࢿ໘積は，べんϞϦࢪ࣮
れ た 2016 年 に �00IB，2017 年 に
1
500IB，2018 年に 2
100IB（୷水
直೻໘積の 9�）と増えている。特に，
౦๺地域では，ࢼ験ڀݚ機関と生産者
や関連ا業が連ܞし，ීٴがٸ଎に進
んͩ（図 �8）。その中で，ٶ৓県では
౗෬にややऑい「ͻとめぼれ」の作෇
けが多く，土中に೻छできるべんϞϦ
直೻の࠿ഓࢼ験やݚमձ౳がਫ਼力的に
被ࢠされた。べんϞϦ直೻は，छࢪ࣮
෴の作業が༰қで，य़作業がԁ׈とな
る。また，土中೻छなのでද໘೻छに
ൺべて，౗෬に強く，ऩ֭時のגൈけ
もগなく，ऩ֭時の作業性も良い。こ
れらの要因が規໛֦大につながったと
。えているߟ
なお，べんϞϦ直೻では，出ժが଎

い࠵ժछࢠのར༻をج本としている
が，ٶ৓県などではべんϞϦ被෴でも
作業ҕୗが࢝まっており，作業ҕୗに
దしたਁ௮のみのछࢠや常温での長期

図-� ��1�ফのべんモリ直播の੃੊ਿ਩શৰ઱૾ய（௓৒）
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保ଘができるようにछࢠの中までסか
した׆性化छࢠも༻いられている（ੁ
野ら�2017C）。これらのべんϞϦछࢠ
では，本田においてٵ水期間をඞ要と
するため，೻छ後਺日୷水がඞ要であ
ることにՃえて，出ժが 2日ほど遅
れることから，ཹҙがඞ要である。

ແਓϔϦ΍υϩʔϯͰͷ௚೻

代かきした水田に水Ҵछࢠをࢄ෍す
る直೻（ࢄ೻）はಈ෾などを༻いてこ
れまでも࣮ࢪされてきた。また，ٶ৓
県など一部の地域では，大規໛生産や
料༻水Ҵなどにおいて，無人ϔϦにࣂ
よるࢄ೻がߦわれている（ന土�2015��
ੁ野�2015）。ࢄ೻では，छࢠが土の
ද໘に೻छされるため，छࢠが流され
やすかったり，ௗに食べられやすかっ
たり，౗෬しやすかったりという問題
がある。そこで，छࢠを重くするため，
カルύʔίʔςΟϯάछࢠやమίʔ
ςΟϯάछࢠが༻いられてきた。同様
に，べんϞϦ被෴でもछࢠを重くでき
るため，ࢄ೻にར༻できる。べんϞϦ
被෴छࢠは，従来のίʔςΟϯάछࢠ
にൺべてܰいものの，被෴が༰қであ
るため，ল力・௿ίスτを໨的とした
೻にదする。また，మίʔςΟϯάࢄ
छࢠでは，土中に೻छするとබཱちが
良くないため，土のද໘に೻छされる
ように水をுった水田にࢄ೻されるこ

とが一ൠ的で，౗෬しやすいことが問
題になる。一方，べんϞϦ被෴छࢠで
は，ઙく土中に೻छしてもබཱちを確
保できるため，代かきの 1日後͙ら
いのॊらかい水田でද໘の水を直前に
མとして೻छすることで，ઙく土中に
छࢠをຒ຅さͤることができる。
さらに，近年，ドϩʔϯの性能の向

上と௿ίスτ化が進み，農業༻でも農
ༀࢄ෍༻のドϩʔϯのීٴが進んでい
る。これらでは，ࢄ෍ثを෇けସえる
ことで，ཻࡎの農ༀもࢄ෍できる。こ
のཻࢄࡎ෍機をগしՃ工することで，
水Ҵछࢠもࢄ෍できる（図 �9
10）。
農ݚ機۝ߏभԭೄ農業ڀݚηϯタʔ，
ڀݚ験ࢼլ県農業ࠤ，Ҫ関農機（ג）
ηϯタʔ，ٶ৓県ݹ川農業ࢼ験場では，
2018 年よりドϩʔϯを༻いたべんϞ
Ϧ直೻をݕ౼しており，֓Ͷ良޷な結
果がಘられている（ੁ野ら�2018��原
ら�2019��लౡら�2019）。ཻ状農ༀの
෍ができるドϩʔϯを༻いることࢄ
で，農ༀ，छࢠ，ං料などのࢄ෍が可
能となる。Τϯδϯを積んͩ無人ϔϦ
にൺべると，όοςϦʔでಈくドϩʔ
ϯの積ࡌ量はݶられるが，ࠓ後は自ಈ
ඈߦも可能になることが期଴されるこ
とから，特に一චの໘積がখさい中山
間地や，ฏ場でもݸ人などখさい୯Ґ
でのಋ入が期଴される。

΂ΜϞϦͷ৘ใ

以上のように，べんϞϦ直೻は，被
෴が༰қであること，またこれまでの
೻छ機がར༻できる఺が特長である。
೻छ部をަ換すればҠ২と݉༻できる
多໨的೻छ機もൢചされており，これ
を࢖えば直೻とҠ২の྆方に࢖えるこ
とから，時期をずらしてར༻したり，
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図-1� 崱嵕ーン峑の播ர৏の஘৕
঳৖のர৕（พ౦）岶່লし峐ৄ岲峐い峵岞ஜ౦峒ஒ౦は؜播ர৏峕
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詳しい情報は → 「べんモリ」で検索

⦿ べんモリ直播 (簡易な⽔稲湛⽔直播)
・ 技術の説明
・ 資材の⼊⼿法
・ マニュアルの⼊⼿
・ 関連情報（動画など）
・ メーリングリストへの登録
問い合わせは benmori-admin@ml.affrc.go.jp

図-11 べんモリ直播の情報
ਤ���　�΂ΜϞϦ௚೻ͷ৘ใ8FCϖʔδ
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μ΢ɾΞάϩαΠΤϯε೔ຊࣜגձࣾ
σϡϙϯɾϓϩμΫγϣϯɾ
ΞάϦαΠΤϯεࣜגձࣾ

஑Ҫ　๛ٱ

͸͡Ίʹ

ɹϑϩルϐϥウΩγϑΣϯϕϯδル
（ϒϥϯド໊ɿ3JOTLPSä，Ϧϯζί
Ξä）は，米国μウ・ΞάϩαイΤ
ϯスࣾ（現�$PSUFWB�"HSJTDJFODFä）
により発明されたΞϦルϐίϦωʔτ
。であるࡎを有する新規আ૲֨ࠎ
米国μウ・ΞάϩαイΤϯスࣾは，

長年のΦʔΩγϯ׆性を有するআ૲׆
性化合物の୳ࡧの結果，2010 年に本
としࡎが૑製され主に水Ҵ༻のআ૲ࡎ
て։発が։࢝された。本ࡎを有効成෼
とする水Ҵ༻আ૲ࡎが，2017 年には
米国，ؖ国，チϦで，2018 年にはί
ϩϯϏΞ，ΦʔスτϥϦΞおよͼ中国
で農ༀొ࿥がなされた。日本国಺にお
いて，本ࡎの୯ࡎおよͼࠞ合ࡎの঎඼
化に向けて現在，։発中である。なか
でも，ϑϩルϐϥウΩγϑΣϯϕϯδ
ル�2.7��ೕࡎは，2015 年から %")�
1502�&$ のࢼ験ίʔドで公ӹஂࡒ๏
人日本২物ௐઅڀݚࡎ協ձを通じたҕ
ୗࢼ験を։࢝し，現在，ొ࿥ਃ੥中で
ある。ొ࿥後は঎඼໊ϩイϠϯτä

ೕࡎとしてのൢച։࢝を༧定している
（ද �1）。

本ใでは，本ࡎの作༻特性について
঺介する。

���෺ཧతԽֶతੑঢ়͓Αͼ
҆શੑ

本ࡎの化学ߏ଄式およͼ物理的化学
的性状は以下の通りである。
一ൠ໊ɿ��ϑϩルϐϥウΩγϑΣϯϕϯδϧ�

	qPSQZSBVYJGFO�CFO[ZM


化学໊ 	*6P"$࿨໊ 
ɿ
ɹ��ϕϯδル �4� Ξミϊ ��� Ϋϩϩ �6�
	4� Ϋϩϩ �2� ϑルΦϩ ��� メτΩγ
ϑΣχル 
�5� ϑルΦϩϐϦδϯ �2�
カルϘΩγϥʔτ

$"4�/P.ɿ1�90661�72�9
෼ࢠ式ɿ$20)14$M2'2/20�

෼ࢠ量ɿ4�9.24
଄式ɿ図ߏ �1
-PH�PPXɿ5.5�	20�$，Q)�7

水༹解౓ɿ0.015�NH�-�	20�$，७水 

ৠ気ѹɿ�.2º10�5�PB��	20�$
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本ࡎは，ᄡೕ類，水生生物，ミπό
チ౳への有༻生物に対して高い҆全性
を有することが確認されている。また，
本ࡎを有効成෼とするϩイϠϯτೕࡎ
は，これまでのࣾ಺֎のะ場ࢼ験にお
いて，ࡶ૲ܪ༿ࢄ෍処理による水Ҵの
生ҭに࣮༻上問題となるようなༀ害は
認められず，҆全性は高いとߟえられ
る。

ಛੑ༺࡞���

	�
ߏػ༺࡞�

ϑϩルϐϥウΩγϑΣϯϕϯδル
は，)3"$ ではάルʔϓ 0，844"
では $MBTT�4 に෼類されるΦʔΩγϯ
ߏであり，২物の生長ௐઅ機ࡎআ૲ܕ
の֧ཚによって෼྾組৫を異常に׆性
化さͤるとߟえられている。しかしな
がら，ଞのΦʔΩγϯܕআ૲ࡎとは異
なるΦʔΩγϯ受༰体（"'#5）に特
異的に結合することが明らかとなっ
ており，ΦʔΩγϯܕআ૲ࡎである

৽نਫҴ༻আ૲ࡎ
ϑϩϧϐϥ΢ΩγϑΣϯϕϯδϧ
ʢϒϥϯυ໊ɿϦϯζίΞäʣ

৽ༀࡎ঺հ

ද ��　ϩΠϠϯτೕࡎͷద༻ࡶ૲ͱ࢖༻ํ๏

᪂⸆๣⤂௓

᪂つỈ✄⏝除草๣࢙ࣇࢩ࢟࢘ࣛࣆࣝࣟࣇン࣋ンࣝࢪ（ࣛࣈンྡࢻ：リンズコア™）

日ᮏᰴᘧ఍社ࢫイ࢚ンࢧࣟࢢア࣭࢘ࢲ

ᰴᘧ఍社ࢫイ࢚ンࢧリࢢン࣭アࣙࢩࢡࢲࣟࣉン࣭࣏ࣗࢹ

ஂụ஭ ㇏

にࡵࡌࡣ

：ྡࢻンࣛࣈ）ࣝࢪン࣋ン࢙ࣇࢩ࢟࢘ࣛࣆࣝࣟࣇ  R i n s k o r ™ 㸪リンズコア ™ ࢲ㸪⡿ᅜࡣ（

࣭࢘アࢧࣟࢢイ࢚ンࢫ社（⌧ Co r t e v a Ag r i s c i e n c e ™ ）によࡾ Ⓨ᫂ࡓࢀࡉアリࣝࣆコリ࣮ࢿ

ࠋる࠶᭷する᪂つ除草๣࡛ࢆ㦵᱁ࢺ

 ⡿ᅜ࣭࢘ࢲアࢧࣟࢢイ࢚ンࢫ社ࡣ㸪㛗年のオ࣮࢟ࢩンάᛶࢆ᭷する除草άᛶ໬ྜ≀の  

᥈⣴の⤖果㸪2010年にᮏ๣ࡀ๰〇ࢀࡉ୺にỈ✄⏝の除草๣࡚ࡋ࡜㛤Ⓨࡀ㛤ጞࠋࡓࢀࡉᮏ๣

ࣅコࣟンࡣリ࡛㸪2018年にࢳ⡿ᅜ㸪㡑ᅜ㸪ࡣ㸪2017年にࡀするỈ✄⏝除草๣࡜᭷効ᡂศࢆ

ア㸪オ࣮ࣛࢺࢫリア࠾よࡧ୰ᅜ࡛㎰⸆Ⓩ㘓ࠋࡓࢀࡉ࡞ࡀ日ᮏᅜ内に࡚࠸࠾㸪ᮏ๣の༢๣࠾

よࡧΰྜ๣のၟရ໬にྥ࡚ࡅ⌧ᅾ㸪㛤Ⓨ୰࡛࠶るࡶ࡛࠿࡞ࠋ㸪࢙ࣇࢩ࢟࢘ࣛࣆࣝࣟࣇン࣋

ンࣝࢪ 2. 7% ங๣ࡣ㸪2015年ࡽ࠿DAH-1502 ECの試験コ࣮࡛ࢻබ┈㈈ᅋἲே日ᮏ᳜≀ㄪ⠇

๣◊✲༠఍ࢆ㏻ࡓࡌጤク試験ࢆ㛤ጞࡋ㸪⌧ᅾ㸪Ⓩ㘓⏦ㄳ୰࡛࠶るࠋⓏ㘓後ၟࡣရྡࣟイࣖ

ンࢺ ™ ங๣࡚ࡋ࡜の㈍኎㛤ጞࢆணᐃ࠸࡚ࡋる（⾲-1）ࠋ

 ᮏሗ࡛ࡣ㸪ᮏ๣のస⏝≉ᛶに࡚࠸ࡘ⤂௓するࠋ

⾲-1 ࣟイࣖンࢺங๣の㐺⏝雑草࡜౑⏝᪉ἲ

స≀ྡ 㐺⏝雑草ྡ ౑⏝᫬期

౑⏝㔞 ᮏ๣の

౑⏝

ᅇᩘ

౑⏝᪉ἲ
⸆㔞 ౑⏝ᾮ㔞

⛣᳜

Ỉ✄

࢚ࣅࣀ

୍年⏕ᗈ葉雑草

イࣂࢶ࣐

ミズ࢞ࣖࢶリ

࢘リ࢝࣡

リࢭ

⛣᳜後20日㹼

5葉期࢚ࣅࣀ

࡛ࡲ㸪཰✭45日前ࡋࡔࡓ

200mL/10a 100L/10a
2ᅇ
௨内

ⴠỈ散布ཪࡣ

Ỉ‣ࡃὸࡃࡈ

散布࡚ࡋ

㎰⸆の⥲౑⏝ᅇᩘ（3ᅇ௨内）ࡴྵࢆࣝࢪン࣋ン࢙ࣇࢩ࢟࢘ࣛࣆࣝࣟࣇ

1. ≀理的໬Ꮫ的ᛶ≧࠾よࡧᏳ඲ᛶ

 ᮏ๣の໬Ꮫᵓ㐀ᘧ࠾よࡧ≀理的໬Ꮫ的ᛶ≧ࡣ௨ୗの㏻࠶࡛ࡾるࠋ

ࣝࢪン࣋ン࢙ࣇࢩ࢟࢘ࣛࣆࣝࣟࣇ：ྡ⯡୍ (f l o r p y r au x i f e n -b e n z y l )
໬Ꮫྡ (I U P AC ࿴ྡ ) ：࣋ンࣝࢪ = 4- アミࣀ -3- ࣟࣟࢡ -6-(4- ࣟࣟࢡ -2- オࣟࣝࣇ -3-              

ࢺ࣮ࣛࢩ࢟࣎ࣝ࢝-ン-2ࢪリࣆオࣟࣝࣇ-5-(ࣝࢽ࢙ࣇࢩ࢟ࢺ࣓

CAS  N o . ：139 0661-72-9

にࡧࡽ࡞アࢽイオࣃࡣࡃࡋࡶࢫイ࢚ンࢧࣟࢢア࣭࢘ࢲン㸪࣏ࣗࢹ㸪ࡣ♧⾲ࡓࢀࡉ௜グࡀ ™

 ࠋ所᭷⪅のၟᶆ࡛すྛࡣࡓࡲの㛵㐃఍社ࡽࢀࡇ

5M が෇هされたදࣔは，σϡϙϯ，μウ・ΞάϩαイΤϯスもしくはύイΦχΞならͼにこれ
らの関連ձࣾまたは各ॴ有者の঎ඪです。

N

NH2
F Cl

O

O
F

O
Cl

ਤ ��　��ϑϩϧϐϥ΢ΩγϑΣϯϕϯδϧͷ
Խֶߏ଄ࣜ
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2
4�% の఍߅性ࡶ૲に有効とのใࠂが
ある。

	�
૲εϖΫτϥϜࡴ�

海֎のะ場ࢼ験において，本ࡎのআ
૲効果が認められているࡶ૲໊をද
�2 にまとめた。

ݧࢼ಺ʹ͓͚Δะ৔ࠃ���
݁Ռ

国಺におけるϩイϠϯτೕࡎは，ࡶ
૲ܪ༿ࢄ෍処理での効果・ༀ害ࢼ験が
日本各地のڀݚ機関において࣮ࢪさ
れ，日本২物ௐઅڀݚࡎ協ձによるҕ
ୗࢼ験結果では，イψϗタルイ以֎の
૲छに対して対রࡎと同౳以上の効果
をࣔした（図 �2）。また，水田のϊϏΤ，
ΦϞμカ，ίφΪ，ミζΞΦイ，イϘ
Ϋα，Ϋαωムなどに対して高いআ૲
効果をࣔした（図 �� およͼ ࠓ。（�4
後はద༻֦大の作物として直೻水Ҵ，

ద༻ࡶ૲としてΦϞμカ，ΞθガϠ，
ΩγϡウスζメϊώΤ౳の可能性をݕ
౼していきたい。

���͓ΘΓʹ

ϑϩルϐϥウΩγϑΣϯϕϯδル

は，水田における主なࡶ૲に対して௿
ༀ量で高いআ૲効果をࣔす新規֨ࠎを
有するআ૲ࡎである。現在，国಺では
本ࡎの୯ࡎであるϩイϠϯτೕࡎをࡶ
૲ܪ༿ࢄ෍ࡎとして農ༀొ࿥ਃ੥中で
ある。同時に，本ࡎを含有するࠞ合ࡎ
が։発されている。本ࡎの特௃が理解

ද ��　ϑϩϧϐϥ΢ΩγϑΣϯϕϯδϧͷࡴ૲εϖΫτϥϜ

学名 ࿴名ࡣࡓࡲⱥ名 学名 ࿴名ࡣࡓࡲⱥ名

E ch in och loa cru s- g alli イࢾビエ C h en opodiu m alb u m シロࢨ

E ch in och loa colon a コࣄメビエ C om m elin a s p . ᒓࢧクࣘࢶ

E ch in och loa oryz oides Ear l y w at e r g r as s C on yz a s p . イࣁࣁࢬコᒓ

U roch loa plan tag in ea Al e x an d e r g r as s E clipta alb a ブロウᒓࢧカࢱ

U roch loa platyph ylla B r o ad l e af s i g n al g r as s H eteran th era s p . アメリカコナࢠᒓ

C yperu s dif f orm is リࢶマガࣖࢱ L u dw ig ia octovalis イࣂン࢟ࢳࢲ࢟

C yperu s escu len tu s ࢤマスࣁ࢟ L u dw ig ia lin if olia P r i mr o s e w i l l o w

C yperu s iria コࢦメガࣖࢶリ L in dern ia pyx idaria アࢮナ

C yperu s rotu n du s ࢤマスࣁ M on och oria s p . アオイᒓࢬ࣑

A b u tilon th eoph rasti イࢳビ M u rdan n ia n u dif lora アࣞࢳイ࣎クࢧ

A lism a plan tag o- aq u atica カࢲジオࣔࢧ P h yllan th u s n iru ri ウࢯコ࣑カンࢳࢲ࢟

A esch yn om en e s p . クࢧネ࣒ᒓ Sag ittaria s p . オࣔࢲカᒓ

A m m an n ia s p . ᒓࢠࣁࢯメ࣑ࣄ Sesb an ia ex altata アメリカࢶノクࢧネ࣒

A m aran th u s s p . アマランスᒓ X an th iu m stru m ariu m オナ࣑ࣔ

A m b rosia s p . ブࢱクࢧᒓ

図-2 ྛ草✀に対するࣟイࣖンࢺங๣の雑草茎葉散布処理(200mL/10a)による除草効果

᳜ㄪጤク試験(2017年㸪2018年)のィ15౛ࢆ㞟ィ（処理:4࢚ࣅࣀ葉期࠾よ5ࡧ葉期）

   DAH-1502 EC処理༊                        ᏶඲↓処理༊

      ࣟイࣖンࢺங๣処理༊            ↓処理༊

除
草
効
果
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され，ࠓ後の水Ҵ生産現場において，
の一ࡐࢿ૲๷আに対する有効な๷আࡶ
ॿとしてのݙߩをر๬している。本ࡎ
のීٴにあたっては，現場の水Ҵ生産
現場に合わͤた製඼・࢖い方をఏҊし
ていきたいとߟえている。そのために
も，各地域のࢦಋ機関や流通関܎者の
օ様には，Ҿき続き͝ࢦಋ・͝ॿݴを
。いਃし上げたいئりたくおࣀ

ݙจߟࢀ

+.�� -.� #FMM� et al.� 2015.�MPEF�PG�BDUJPO�
BOBMZT JT � PG � B� OFX� BSZMQJDPM JOBUF�
IFSCJDJEF� GSPN�%PX�"HSP4DJFODFT.�
5IF�8FFE�4DJFODF�4PDJFUZ�PG�"NFSJDB�
"OOVBM�MFFUJOH�BCTUSBDU.

+F�GGSFZ�#.�&QQ�et al.�2016.�5IF�EJTDPWFSZ�
PG� "SZMFYä� BDUJWF� BOE� 3JOTLPSä�
BDUJWF��5XP�OPWFM�BVYJO�IFSCJDJEFT.�+.�
#JPPSHBOJD���MFEJDJOBM�$IFNJTUSZ.�24��
�62��7.�

-F��%VZ�et al.�2017.�8FFE�DPOUSPM�FGp�DBDZ�
BOE� DSPQ� TBGFUZ� PG�3JOTLPSä�"DUJWF�
BHBJOTU� DPNNPO�XFFET� JO� SJDF� GJFMET�

JO�"TJBO�DPVOUSJFT.�5IF�26UI�"P844�
DPOGFSFODF�BCTUSBDU.

M�.� ,PCBZBTIJ� et al.� 2017.� 3JODLPS�ä�
"DUJWF��#JPMPHJDBM�4UVEJFT�XJUI�(SBOVMF�
BOE�&$�'PSNVMBUJPO�JO�+BQBO.�5IF�26UI�
"P844�DPOGFSFODF�BCTUSBDU.

M�.�3ZBO�MJMMFS�et al.�2017.�&WBMVBUJPO�PG�
'MPSQZSBVYJGFO�CFO[ZM� PO�)FSCJDJEF�
3FTJTUBOU� BOE�)FSCJDJEF� 4VTDFQUJCMF�
#BSOZBSEHSBTT�"DDFTTJPOT.� +.�8FFE�
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図-2 ྛ草✀に対するࣟイࣖンࢺங๣の雑草茎葉散布処理(200mL/10a)による除草効果

᳜ㄪጤク試験(2017年㸪2018年)のィ15౛ࢆ㞟ィ（処理:4࢚ࣅࣀ葉期࠾よ5ࡧ葉期）

   DAH-1502 EC処理༊                        ᏶඲↓処理༊

      ࣟイࣖンࢺங๣処理༊            ↓処理༊
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図-4 ミズアオイに対するリンズコアの雑草茎葉散布処理による除草効果（基礎的試験）

試験年度: 2018年
試験場所：北海道（社内試験）

処理日：7月26日（ミズアオイ心形葉3葉期）
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ᖹ成 30ᖺ度リンࢦ・ⴠ葉果ᶞ㛵ಀ 
  除ⲡ剤・生育調節剤試験判定⤖果 

(බ㈈)日本᳜物調節剤◊✲༠఍ ᢏ⾡㒊 

ᖹ成30ᖺ度リンࢦ・ⴠ葉果ᶞ㛵ಀ除ⲡ剤・生育調節剤試験

成⦼᳨ウ఍ࡣ，ᖹ成31ᖺ2᭶4日(᭶)にὸⲡビࣗーホテルに

おい࡚開ദࠋࡓࢀࡉ 

試験場㛵ಀ者，ࡣの᳨ウ఍にࡇ 44 名，委託㛵ಀ者 23名࡯

ィ，࠿ 79名のཧ㞟をᚓ࡚，リンࢦ㛵ಀ除ⲡ剤 1薬剤(10Ⅼ)，

生育調節剤2薬剤(4Ⅼ)，ⴠ葉果ᶞ㛵ಀ除ⲡ剤4薬剤(67Ⅼ)，

生育調節剤 5薬剤(39Ⅼ)にࡘい࡚，試験成⦼のሗ࿌᳨࡜ウࡀ

 ࠋࡓࢀࢃ⾜

♧ḟの判定⾲に，ࡣい࡚ࡘの判定⤖果および౑⏝ᇶ‽にࡑ 

 ࠋる࠶通りでࡍ

ᖹ成 30ᖺ度リンࢦ㛵ಀ除ⲡ剤・生育調節剤試験 判定⤖果 

A.除ⲡ剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.OAT-0901 液 
 ルホシネート:18.5%ࢢ

[OATアࢢリオ]  

リンࢦ ୍ᖺ生雑ⲡ 継 継)効果・薬害の確認 

ከᖺ生雑ⲡ 

倍量薬害 

B.生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AKD-857 EW 
MCPB:3% 

[アࢢロ カネシࣙウ] 

リンࢦ 
 (ࡌࡩ)

᦬花効果(処理時期，処理濃度拡大) 実・継
(従来通
り) 

実)[リン(ࡌࡩ)ࢦ:᦬花] 
・㡬芽୰ᚰ花満開1～2日後
・2000倍
・立木全面処理

継) 
・満開1～2日後3000倍および満開3～5日後
2000～3000倍での効果，薬害の確認

2.AKD-8147 水⁐ 
1-ナࣞࢱࣇン㓑酸ナトリ
ウ :࣒22.0% 

[アࢢロ カネシࣙウ] 

リンࢦ 
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継)効果・薬害の確認 
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[委託者] 
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1.NC-360 ࣇロアブル 
 ルࢳロホップエࢨ࢟

:7.0% 

[日⏘化学] 

ࣔ  ࣔ ୍ᖺ生イネ⛉，ከᖺ生イネ⛉雑ⲡ 実・継 実)[ࣔ :୍ࣔᖺ生イネ⛉雑ⲡ] 
・᫓～ኟ期，雑ⲡ生育期(ⲡ୔30cm௨ୗ)

・1000mL<100L>/10a
・ⱼ葉処理(ᶞ間・ᶞෙୗ)

継) 
・効果，薬害の確認
(୍ᖺ生イネ⛉雑ⲡ500～750mL<100L>/10a，
ከᖺ生イネ⛉雑ⲡ500～1000ml <100L>/10a)

薬害 
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倍量薬害 
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(従来通
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・㡬芽୰ᚰ花満開1～2日後
・2000倍
・立木全面処理
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継) 
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1.AKD-857 EW 
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[アࢢロ カネシࣙウ] 
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 (ࡌࡩ)

᦬花効果(処理時期，処理濃度拡大) 実・継
(従来通
り) 

実)[リン(ࡌࡩ)ࢦ:᦬花] 
・㡬芽୰ᚰ花満開1～2日後
・2000倍
・立木全面処理
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2000～3000倍での効果，薬害の確認
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:7.0% 

[日⏘化学] 

ࣔ  ࣔ ୍ᖺ生イネ⛉，ከᖺ生イネ⛉雑ⲡ 実・継 実)[ࣔ :୍ࣔᖺ生イネ⛉雑ⲡ] 
・᫓～ኟ期，雑ⲡ生育期(ⲡ୔30cm௨ୗ)

・1000mL<100L>/10a
・ⱼ葉処理(ᶞ間・ᶞෙୗ)

継) 
・効果，薬害の確認
(୍ᖺ生イネ⛉雑ⲡ500～750mL<100L>/10a，
ከᖺ生イネ⛉雑ⲡ500～1000ml <100L>/10a)

薬害 

2.OAT-0901 液 
 ルホシネート:18.5%ࢢ

[OATアࢢリオ] 

ブドウ ୍ᖺ生雑ⲡ 継 継)効果・薬害の確認 

ከᖺ生雑ⲡ 

倍量薬害 

ᖹ成 �� ᖺ度リンࢦ・ⴠ葉果ᶞ㛵ಀ除ⲡ剤・生育調節剤試

験成⦼᳨ウ఍ࡣ，ᖹ成 �� ᖺ � ᭶ � 日 � ᭶ � にὸⲡビࣗーホ

テルにおい࡚開ദࠋࡓࢀࡉ

試験場㛵ಀ者，ࡣの᳨ウ఍にࡇ �� 名，委託㛵ಀ者 �� 名

ィ，࠿࡯ �� 名のཧ㞟をᚓ࡚，リンࢦ㛵ಀ除ⲡ剤 � 薬剤 ���

Ⅼ �，生育調節剤 � 薬剤 �� Ⅼ �，ⴠ葉果ᶞ㛵ಀ除ⲡ剤 � 薬

剤 ��� Ⅼ �，生育調節剤 � 薬剤 ��� Ⅼ � にࡘい࡚，試験成

⦼のሗ࿌᳨࡜ウࠋࡓࢀࢃ⾜ࡀ

ḟの判定⾲に，ࡣい࡚ࡘの判定⤖果および౑⏝ᇶ‽にࡑ

ࠋる࠶通りでࡍ♧

平成 30 年度リンゴ関係除草剤・生育調節剤試験 判定結果
$. 㝖ⲡ剤

B. 生育調節剤

1 

ᖹ成 30ᖺ度リンࢦ・ⴠ葉果ᶞ㛵ಀ 
  除ⲡ剤・生育調節剤試験判定⤖果 

(බ㈈)日本᳜物調節剤◊✲༠఍ ᢏ⾡㒊 

ᖹ成30ᖺ度リンࢦ・ⴠ葉果ᶞ㛵ಀ除ⲡ剤・生育調節剤試験

成⦼᳨ウ఍ࡣ，ᖹ成31ᖺ2᭶4日(᭶)にὸⲡビࣗーホテルに

おい࡚開ദࠋࡓࢀࡉ 

試験場㛵ಀ者，ࡣの᳨ウ఍にࡇ 44 名，委託㛵ಀ者 23名࡯

ィ，࠿ 79名のཧ㞟をᚓ࡚，リンࢦ㛵ಀ除ⲡ剤 1薬剤(10Ⅼ)，

生育調節剤2薬剤(4Ⅼ)，ⴠ葉果ᶞ㛵ಀ除ⲡ剤4薬剤(67Ⅼ)，

生育調節剤 5薬剤(39Ⅼ)にࡘい࡚，試験成⦼のሗ࿌᳨࡜ウࡀ

 ࠋࡓࢀࢃ⾜

♧ḟの判定⾲に，ࡣい࡚ࡘの判定⤖果および౑⏝ᇶ‽にࡑ 

 ࠋる࠶通りでࡍ

ᖹ成 30ᖺ度リンࢦ㛵ಀ除ⲡ剤・生育調節剤試験 判定⤖果 

A.除ⲡ剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.OAT-0901 液 
 ルホシネート:18.5%ࢢ

[OATアࢢリオ]  

リンࢦ ୍ᖺ生雑ⲡ 継 継)効果・薬害の確認 

ከᖺ生雑ⲡ 

倍量薬害 

B.生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AKD-857 EW 
MCPB:3% 

[アࢢロ カネシࣙウ] 

リンࢦ 
 (ࡌࡩ)

᦬花効果(処理時期，処理濃度拡大) 実・継
(従来通
り) 

実)[リン(ࡌࡩ)ࢦ:᦬花] 
・㡬芽୰ᚰ花満開1～2日後
・2000倍
・立木全面処理

継) 
・満開1～2日後3000倍および満開3～5日後
2000～3000倍での効果，薬害の確認

2.AKD-8147 水⁐ 
1-ナࣞࢱࣇン㓑酸ナトリ
ウ :࣒22.0% 

[アࢢロ カネシࣙウ] 

リンࢦ 
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継)効果・薬害の確認 

ᖹ成 30ᖺ度ⴠ葉果ᶞ㛵ಀ除ⲡ剤・生育調節剤試験 判定 

A.除ⲡ剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.NC-360 ࣇロアブル 
 ルࢳロホップエࢨ࢟

:7.0% 

[日⏘化学] 

ࣔ  ࣔ ୍ᖺ生イネ⛉，ከᖺ生イネ⛉雑ⲡ 実・継 実)[ࣔ :୍ࣔᖺ生イネ⛉雑ⲡ] 
・᫓～ኟ期，雑ⲡ生育期(ⲡ୔30cm௨ୗ)

・1000mL<100L>/10a
・ⱼ葉処理(ᶞ間・ᶞෙୗ)

継) 
・効果，薬害の確認
(୍ᖺ生イネ⛉雑ⲡ500～750mL<100L>/10a，
ከᖺ生イネ⛉雑ⲡ500～1000ml <100L>/10a)

薬害 

2.OAT-0901 液 
 ルホシネート:18.5%ࢢ

[OATアࢢリオ] 

ブドウ ୍ᖺ生雑ⲡ 継 継)効果・薬害の確認 

ከᖺ生雑ⲡ 

倍量薬害 

ҕୗݧࢼ൑ఆ݁Ռ

� බ㈈ �日本᳜物調節剤◊✲༠఍ࠉᢏ⾡㒊

平成 30 年度リンゴ・落葉果樹関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果

平成 30 年度落葉果樹関係除草剤・生育調節剤試験 判定
$. 㝖ⲡ剤

1 

ᖹ成 30ᖺ度リンࢦ・ⴠ葉果ᶞ㛵ಀ 
  除ⲡ剤・生育調節剤試験判定⤖果 

(බ㈈)日本᳜物調節剤◊✲༠఍ ᢏ⾡㒊 

ᖹ成30ᖺ度リンࢦ・ⴠ葉果ᶞ㛵ಀ除ⲡ剤・生育調節剤試験

成⦼᳨ウ఍ࡣ，ᖹ成31ᖺ2᭶4日(᭶)にὸⲡビࣗーホテルに

おい࡚開ദࠋࡓࢀࡉ 

試験場㛵ಀ者，ࡣの᳨ウ఍にࡇ 44 名，委託㛵ಀ者 23名࡯

ィ，࠿ 79名のཧ㞟をᚓ࡚，リンࢦ㛵ಀ除ⲡ剤 1薬剤(10Ⅼ)，

生育調節剤2薬剤(4Ⅼ)，ⴠ葉果ᶞ㛵ಀ除ⲡ剤4薬剤(67Ⅼ)，

生育調節剤 5薬剤(39Ⅼ)にࡘい࡚，試験成⦼のሗ࿌᳨࡜ウࡀ

 ࠋࡓࢀࢃ⾜

♧ḟの判定⾲に，ࡣい࡚ࡘの判定⤖果および౑⏝ᇶ‽にࡑ 

 ࠋる࠶通りでࡍ

ᖹ成 30ᖺ度リンࢦ㛵ಀ除ⲡ剤・生育調節剤試験 判定⤖果 

A.除ⲡ剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.OAT-0901 液 
 ルホシネート:18.5%ࢢ

[OATアࢢリオ]  

リンࢦ ୍ᖺ生雑ⲡ 継 継)効果・薬害の確認 

ከᖺ生雑ⲡ 

倍量薬害 

B.生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AKD-857 EW 
MCPB:3% 

[アࢢロ カネシࣙウ] 

リンࢦ 
 (ࡌࡩ)

᦬花効果(処理時期，処理濃度拡大) 実・継
(従来通
り) 

実)[リン(ࡌࡩ)ࢦ:᦬花] 
・㡬芽୰ᚰ花満開1～2日後
・2000倍
・立木全面処理

継) 
・満開1～2日後3000倍および満開3～5日後
2000～3000倍での効果，薬害の確認

2.AKD-8147 水⁐ 
1-ナࣞࢱࣇン㓑酸ナトリ
ウ :࣒22.0% 

[アࢢロ カネシࣙウ] 

リンࢦ 
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継)効果・薬害の確認 

ᖹ成 30ᖺ度ⴠ葉果ᶞ㛵ಀ除ⲡ剤・生育調節剤試験 判定 

A.除ⲡ剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.NC-360 ࣇロアブル 
 ルࢳロホップエࢨ࢟

:7.0% 

[日⏘化学] 

ࣔ  ࣔ ୍ᖺ生イネ⛉，ከᖺ生イネ⛉雑ⲡ 実・継 実)[ࣔ :୍ࣔᖺ生イネ⛉雑ⲡ] 
・᫓～ኟ期，雑ⲡ生育期(ⲡ୔30cm௨ୗ)

・1000mL<100L>/10a
・ⱼ葉処理(ᶞ間・ᶞෙୗ)

継) 
・効果，薬害の確認
(୍ᖺ生イネ⛉雑ⲡ500～750mL<100L>/10a，
ከᖺ生イネ⛉雑ⲡ500～1000ml <100L>/10a)

薬害 

2.OAT-0901 液 
 ルホシネート:18.5%ࢢ

[OATアࢢリオ] 

ブドウ ୍ᖺ生雑ⲡ 継 継)効果・薬害の確認 

ከᖺ生雑ⲡ 

倍量薬害 
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A.除ⲡ剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

4.UPH-004 液 ࡁ࡙ࡘ カ  ࢟ ୍ᖺ生雑ⲡ 実・継 実)[カ :୍࢟ᖺ生雑ⲡ] 
・᫓～ኟ期，雑ⲡ生育期(ⲡ୔30cm௨ୗ)
・300～500mL<100～150L>/10a
・ⱼ葉処理(ᶞ間・ᶞෙୗ)

[カ :࢟ከᖺ生雑ⲡ] 
・᫓～ኟ期，雑ⲡ生育期(ⲡ୔30cm௨ୗ)
・500～1000mL<100～150L>/10a
・ⱼ葉処理(ᶞ間・ᶞෙୗ)

継) 
・スࢠナにᑐࡍる効果薬害の確認

ከᖺ生雑ⲡ 

ࣔ  ࣔ ୍ᖺ生雑ⲡ 実・継 実) 
[ࣔ :୍ࣔᖺ生雑ⲡ] 
・᫓～ኟ期，雑ⲡ生育期(ⲡ୔30cm௨ୗ)
・300～500mL<100～150L>/10a
・ⱼ葉処理(ᶞ間・ᶞෙୗ)

[ࣔ :ࣔከᖺ生ᗈ葉雑ⲡ] 
・᫓～ኟ期，雑ⲡ生育期(ⲡ୔30cm௨ୗ)
・500～1000mL<100～150L>/10a
・ⱼ葉処理(ᶞ間・ᶞෙୗ)

継) 
・ከᖺ生イネ⛉雑ⲡ，スࢠナにᑐࡍる効果薬害の確認

ከᖺ生雑ⲡ 

B.生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AKD-8147 水⁐ 
1-ナࣞࢱࣇン㓑酸ナトリ
ウ :࣒22.0% 

[アࢢロ カネシࣙウ] 

ブドウ 
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

ナシ 
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

すὒナシ 
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

カ  ࢟
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

クリ 
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

ࣔ  ࣔ
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

スࣔ  ࣔ
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

࢟ウイࣇ
ルーࢶ 
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

࢟ウイࣇ
ルーࢶ 
(㞝木) 

新梢伸長抑制 継 継) 
・効果，薬害の確認

2.AKD-8152 水⁐ 
1-ナࣞࢱࣇン㓑酸ナトリ
ウ :࣒4.4% 

[アࢢロ カネシࣙウ] 

ナシ ᦬果効果の᳨ウ 継 継) 
・効果，薬害の確認

カ  ࢟ ᦬ⷣ効果の᳨ウ 継 継) 
・効果，薬害の確認

カ  ࢟ ᦬果効果の᳨ウ 継 継) 
・効果，薬害の確認

3.AKR-8002 液 
࣋ンジルア࣑ノプリン 

:3.0% 

[アࢢロ カネシࣙウ] 

オウトウ 
(ⱑ木) 

Ⓨ芽促進(ఇ╀期処理) 継 継) 
・効果，薬害の確認

B. 生育調節剤

$. 㝖ⲡ剤
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A.除ⲡ剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

4.UPH-004 液 ࡁ࡙ࡘ カ  ࢟ ୍ᖺ生雑ⲡ 実・継 実)[カ :୍࢟ᖺ生雑ⲡ] 
・᫓～ኟ期，雑ⲡ生育期(ⲡ୔30cm௨ୗ)
・300～500mL<100～150L>/10a
・ⱼ葉処理(ᶞ間・ᶞෙୗ)

[カ :࢟ከᖺ生雑ⲡ] 
・᫓～ኟ期，雑ⲡ生育期(ⲡ୔30cm௨ୗ)
・500～1000mL<100～150L>/10a
・ⱼ葉処理(ᶞ間・ᶞෙୗ)

継) 
・スࢠナにᑐࡍる効果薬害の確認

ከᖺ生雑ⲡ 

ࣔ  ࣔ ୍ᖺ生雑ⲡ 実・継 実) 
[ࣔ :୍ࣔᖺ生雑ⲡ] 
・᫓～ኟ期，雑ⲡ生育期(ⲡ୔30cm௨ୗ)
・300～500mL<100～150L>/10a
・ⱼ葉処理(ᶞ間・ᶞෙୗ)

[ࣔ :ࣔከᖺ生ᗈ葉雑ⲡ] 
・᫓～ኟ期，雑ⲡ生育期(ⲡ୔30cm௨ୗ)
・500～1000mL<100～150L>/10a
・ⱼ葉処理(ᶞ間・ᶞෙୗ)

継) 
・ከᖺ生イネ⛉雑ⲡ，スࢠナにᑐࡍる効果薬害の確認

ከᖺ生雑ⲡ 

B.生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AKD-8147 水⁐ 
1-ナࣞࢱࣇン㓑酸ナトリ
ウ :࣒22.0% 

[アࢢロ カネシࣙウ] 

ブドウ 
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

ナシ 
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

すὒナシ 
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

カ  ࢟
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

クリ 
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

ࣔ  ࣔ
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

スࣔ  ࣔ
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

࢟ウイࣇ
ルーࢶ 
(ⱑ木) 

ᤄࡋ木Ⓨ᰿促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

࢟ウイࣇ
ルーࢶ 
(㞝木) 

新梢伸長抑制 継 継) 
・効果，薬害の確認

2.AKD-8152 水⁐ 
1-ナࣞࢱࣇン㓑酸ナトリ
ウ :࣒4.4% 

[アࢢロ カネシࣙウ] 

ナシ ᦬果効果の᳨ウ 継 継) 
・効果，薬害の確認

カ  ࢟ ᦬ⷣ効果の᳨ウ 継 継) 
・効果，薬害の確認

カ  ࢟ ᦬果効果の᳨ウ 継 継) 
・効果，薬害の確認

3.AKR-8002 液 
࣋ンジルア࣑ノプリン 

:3.0% 

[アࢢロ カネシࣙウ] 

オウトウ 
(ⱑ木) 

Ⓨ芽促進(ఇ╀期処理) 継 継) 
・効果，薬害の確認

B. 生育調節剤
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B.生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および含有率(%) 

[委託者] 
作物名 ねらい 判定 判定内容 

4.KS-102 液 
S-アブシジン酸:10% 

[住友化学] 
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メピコートクロリド 
:44.0% 

[日本曹達] 
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(シャイ
ンマスカ
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ブドウ 
(シャイ
ンマスカ
ット) 

新梢伸長抑制(処理濃度拡大)， 
新梢展開葉7～11枚 

ブドウ 
(シャイ
ンマスカ
ット)

新梢伸長抑制(水量300L/10a)， 
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ブドウ 
(ピオー
ネ) 
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新梢展開葉7～11枚 

6.エテホン 液 
エテホン:10% 

[鳥取県園芸試験場] 

ナシ 
(新興) 

ナシ(品種:新興)の花芽形成促進 継 継) 
・効果，薬害の確認

B. 生育調節剤

ฏ੒��೥౓Ϧϯΰɾམ༿Ռथؔ܎আ૲ࡎɾੜҭௐઅݧࢼࡎ൑ఆ݁Ռ　2�



���

第 19 回
連載・植物の不思議を訪ねる旅

コウヤマキ

長田　敏行
東京大学・法政大学名誉教授

22　২ௐ　Vol.53, No.4（2019)

ίウϠϚΩという木を͝ଘ஌ͩろうかʁɹఉ木としても২
えられ，ࣉӃに多く২えられているので，きっとどこかでݟ
られているとࢥうが，དࢠ২物の਑༿थに属する。໊前の
由来は「高野ຘ」で，高野山に多くݟられ，そこでは੟थと
されており෹事に༻いられているが，Ֆの代わりに࢖われる
そうͩ。ࢬにつく༿がスϙʔΫ状になっているので，ӳ໊は
6NCSFMMB�QJOF といい，まさにίウϞϦࡿのようなܗ態を
している（図 �1
2）。たͩ，ϚΩ，イψϚΩというのもあり，
一ࣅݟているが，২物学的にはやや異なっているので，一Պ，
一属，一छの২物であり，それは༿組৫のߏ଄にも現れてい
る（図 ��）。

ಛ௃త෼෍
　この২物がϢχʔΫなのはその෼෍で，本भ，四国，۝भ
に自生しているが，その෼෍がඈͼඈͼであることである。
໊前の由来の高野山の主要なथ木ͩが，木ીの山ྛでも重
要なߏ成छで，ώϊΩ，αϫϥ，Ξスφϩ，Ϋϩϕと並んで
木ીޒ木の一つに਺えられている。ところが，原生のものは
ϑΥοαϚάφにはݟられないとされ，その理由は元々本भ
に޿く෼෍していたのが，ϑΥοαϚάφに海が入りࠐんで
本भが෼அされた第ࡾ紀中新世（2000 ʙ �000 ສ年前）に，
その෼෍が途੾れたとされている（前川 1978）。木ી山຺か
らいきなり，౦๺のே日山系にඈんでいる。෼அ後，ϑΥο
αϚάφはീϲַなどのՐ山׆ಈでຒまり，཮地化しても，
෼அした各地のݸ々のूஂは制ݶを受け，෼෍はڱめられて
いったようである。その要因は環境ม化であるとされている。
ɹ地球のྺ࢙をݟると，もっと興ຯ深いことが஌られてい
る。中生代നѥ紀（໿ 2億年前）には๺半球に޿く෼෍し
ていたことが，化ੴのূڌから஌られており，ϩγΞ，Ϥʔ
ϩούからݟ出されている（Ճ౻・海࿝原 2011）。ところ
が，地球環境のܹ྽なม化によりその෼෍域をڱめ，日本ྻ
ౡͩけに残ったという఺でかなり௝しい২物である。日本に
しかないということは日本ݻ有छということになる。学໊は
Sciadopitys verticillata�（5IVOC.）�4JFC.�;VD. であるが，属໊の

ҙຯは6NCSFMMB�QJOF と同ҙである。本連ࡌ 14 回໨に঺介
したπϡϯϕϦʔ（$BSM�P.�5IVOCFSH）により最初に認識さ
れ，15回໨঺介のγʔϘルτ（PIJMMJQ�'.�W.�4JFCPME�）によ
り，২物学上のҐ置ͮけがなされたことが学໊に൓өしてい
る。そして，そのγʔϘルτは来日してこの木をݟて大ม感
ܹする。というのは，൴はϤʔϩούではこの木が化ੴで出
ることを஌っていたからであり，まさに生きている化ੴとの
ૺ۰ということになったからである。

ਤ ��　ί΢ϠϚΩ　
༿͸์ࣹঢ়ʹ͍͕ͯͬ޿Δ௕໺כݝ໺ࢢ
εέʔτϦϯΫʮφΦΞΠεΦϰΝʔࡍࠃ
ϧʯͷ౦ଆͷί΢ϠϚΩͷྻΛࡱӨ
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ͱͯ͠׹෿ͷݹ
　このίウϠϚΩは，そのほかにもϢχʔΫな特性が஌られ
ている。ݹ෿時代の׹

ͻつぎ

に༻いられていることはݹߟ学஌ݟと
して޿く஌られており，特に੢日本ではほとんど全てそうで
あるということである。これと呼Ԡしているかのように，「日
本ॻ紀」にはૉ

すさのおの

ፆᄾଚ
みこと

の߲でొ場し，一ॻにᐌくとして「ℭ
まき

は以ってうつしみ૵
あおͻと͙さ

生のԞ
お く つ

௡غ
す た へ

にもちթさむ具ށ
そなえ

にすべし」
とあるが，このϚΩはίウϠϚΩであるとされているので，
日本ॻ紀のهड़はݹ代のश׳を൓өしているといえるであろ
う。さらに，これと関連して興ຯあるのは，ඦ済の෢ೡԦの
がίウϠϚΩであることである。຅年が׹ 52� 年であること
は，そのݹ෿からุൾ໏が出ていることから明らかになって
いるが，ඦ済のଞのݹ෿にもෳ਺のྫがあるそうͩ。という
ことは，ίウϠϚΩはே઱半ౡには生ҭしていないので，日
本からӡばれたことは確࣮で，ڊ木がどのようにӡばれたか
についてはおおいに૝૾がかきたてられる。なお，済भౡに
は自生しているということͩが，当時は୽

たん

ཏ
ら

というಠཱした
国ͩったので，日本からӡばれたとしてよいであろう。この
෢ೡԦは日本ॻ紀にԿかॴもొ場し，生஀が۝भの౜௡市近
くの各

か か ら

ཏౡ
しま

（Ճ౜ౡ）であるので，ᨤ
いみな

ࢩ
し

ຑ
ま

はそれに由来する
とड़べられ，そのౢ

しまの

܅
きみ

஀生આ࿩は༤ུఱߖの߲にొ場する。
の߲には，෢ೡߖ体ఱܧの中で出自がかまͼすしいߖ代ఱݹ
Ԧ死຅のه事があるが，その຅年はุൾ໏のそれと一கして
いる。大࿨ேఊはே઱半ౡのඦ済，新ཏ，高۟ྷとはそれͧ
れに深いԑがあるが，ඍົな関܎にあり，時代͝とに༑޷と
൓Ꭲの関܎にあることはྺ࢙学の教えてくれることである。
この時期ඦ済とはຶ月関܎にあったといわれているが，その
ྫূの一つといえるであろう。そして，この෢ೡԦの系౷は
渡来人として大࿨にあり，࣮׸，ࡍ෢ఱߖはଈҐにࡍして，
自らの൲高

たかののにいがさ

野新ּは෢ೡԦを૆先としていると，ଈҐにࡍし
て特にड़べていることが஌られている。

たͩ，よりࠜݯ的な疑問としてίウϠϚΩがなぜ׹に޷ま

れたかについてݹߟ学は教えてくれてはいないが，ڊ木であ
るということは一つの要݅であるとࢥうが，かつてはもっと
であるܗはધ׹，く繁ໜしていたことが૝૾される。また޿
というݟ解があることは一つのώϯτであろう。さらに，ߐ
が明治になってௐべられܻڮのڮ時代にかけられたઍ住大ށ
たところίウϠϚΩであり，また，෩࿊Գとして最高のૉࡐ
もίウϠϚΩであるということは，一つのࣔࠦを与えてくれ
るようにࢥう。थࢷの成෼により，ࡐが෗ٺしにくいという
ことである。なお，ίウϠϚΩは଱水性のほかに๷Րにも໾
ཱっているといわれている。࣮ࡍ，高野山の࣋明Ӄは 1880
年にমࣦしたが，隣の不ಈӃがমけなかったのはίウϠϚΩ
のおかげであるといわれている。さらにこれと関連して，イ
チϣウ，αϯΰδϡと合わͤて，ՐආけのࡾӋӊといわれ
るが，それは関౦大਒災の後の಺຿লのใࠂにある（長田
2014）。

いුかࢥられたときに，こんなྺ࢙をݟ౓ίウϠϚΩをࠓ
べていたͩくとこの木が一૚਌しみを࣋って感じられるので
はないͩろうか。ちなみに，౦ژ大学খੴ川২物Ԃでは入り
口を入って 50Nほどのࡔの途中のࠨଆにある。また，日ޫ
২物Ԃでは入り口から入って �00Nほどの༸෩のݐ物で同
ॴではڀݚ室として呼んでいるݐ物の隣に大きくそͼえてい
る木がίウϠϚΩである。また，ळࣰٶ家の༔ਔ਌Ԧのみし
るしの木はίウϠϚΩであるが，このことを࢕ったのは，日
ޫ২物Ԃで༻຿があったંで，それにあわͤてそのίウϠϚ
Ωにそのࢫのઆ明を෇けたことは๨れがたいことである。

จݙ
Ճ౻խܒ・海࿝原३ฤ�2011.�日本のݻ有২物，౦海大学出൛ձ .
前川จ෉�1978.�日本ݻ有の২物，ۄ川બॻ .
長田හ�2014ߦ.�イチϣウの自然ࢽとจ化࢙，ী՚๪ .
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ձͩΑΓڠ˙
ձ౼ݕ੒੷ݧࢼ˙
●‌‌平成30年度及び2019年度茶園関係除草剤・生育調節剤試験
成績検討会
　日時：‌2019年9月4日（水）‌14:00～17:00‌
　場所：‌植調会館3階会議室
‌ 東京都台東区台東1-26-6
‌ TEL‌03-3832-4188

●‌‌平成30年度冬作関係（麦類・いぐさ・水稲刈跡）除草剤・
生育調節剤試験成績検討会
　日時：‌2019年9月12日（木）‌10:00～17:00‌
　場所：‌ホテルラングウッド
‌ 東京都荒川区東日暮里5-50-5
‌ TEL‌03-3803-1234

ձ౳ڀݚ˙
˙ୈ��ճ؀ଠฏ༸ࡶ૲ֶձʢ"1844�����ʣ
　日時：‌2019年9月3日(火)～6日(金)
　場所：‌Riverside‌Majestic‌Hotel,‌Kuching,‌Sarawak,‌
‌ ‌ ‌ MALAYSIA
　テーマ：Weeds‌Science‌for‌Sustainable‌Agriculture‌and‌
‌ ‌ ‌ ‌ Environment.
　詳しくは　https://www.apwss2019.org/　をご覧ください。

˙ୈ��ճ೶ༀ੡ࡎɾࢪ༻๏γϯϙδ΢Ϝʢ೔ຊ೶ༀֶձʣ
　日時：‌2019年10月17日(木)～18日(金)
　場所：‌つくば国際会議場
‌ ‌ ‌ 茨城県つくば市竹園2-20-3
　詳しくは　http://pssj2.jp/committee/residue.html　を
ご覧ください。

˙ୈ��ճ೶ༀཹ࢒෼ੳڀݚձʢ೔ຊ೶ༀֶձʣ
　日時：‌2019年10月31日(木)～11月1日(金)
　場所：‌コンパルホール（文化ホール）
‌ ‌ ‌ 大分県大分市府内町1丁目5番38号
　詳しくは　http://pssj2.jp/committee/residue.html　を
ご覧ください。

˙ୈ��ճࡍࠃ২෺อޢձٞʢ*11$����ʣ
　日時：‌2019年11月10日(日)～14日(木)
　場所：‌Hyderabad‌International‌Convention‌Centre,‌‌
‌ ‌ ‌ Hyderabad,‌Telangana,‌INDIA
　テーマ：‌‌Crop‌Protection‌to‌Outsmart‌Climate‌Change‌‌

for‌Food‌Security‌&‌Environmental‌Conservation.
　詳しくは　http://ippc2019.icrisat.org/　をご覧ください。

˙ୈ��ճ೶ༀڥ؀Պֶڀݚձʢ೔ຊ೶ༀֶձʣ
　日時：‌2019年11月21日(木)～22日(金)
　場所：‌倉敷せとうち児島ホテル
‌ ‌ ‌ 岡山県倉敷市下津井吹上303-53
　テーマ:‌‌「グリーンケミストリー」-有機化合物の合成と分解

に学ぶSustainability-‌
　詳しくは　http://pssj2.jp/committee/environment.html　を
ご覧ください。

˙ୈ��ճ೶ༀσβΠϯڀݚձʢ೔ຊ೶ༀֶձʣ
　日時：‌2019年11月8日(金)
　会場：‌東京コンファレンスセンター品川
‌ ‌ ‌ 東京都港区港南‌1-9-36　アレア品川‌3F-5F
　テーマ：分野を超えて農薬デザインのヒントを探す
　詳しくは　http://pssj2.jp/committee/design.html　を
ご覧ください。

˙ਖ਼ޡද
　53巻3号に誤植がありました。訂正してお詫び申し上げ
ます。
　　　　ページ・行　　　　　　　‌　　‌誤　‌　　　　　‌‌‌‌正
　　　5頁・左段・‌‌4行目　　　　　　　10後　　　　　‌‌‌18年後

　　　8頁・左段・15行目　　　　　他感作用物質　　　‌‌‌他感物質

広　 　　　場
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■ 発　行 2019 年 7 月 25 日
■ 編集・発行 公益財団法人日本植物調節剤研究協会
	 東京都台東区台東 1丁目 26番 6号
	 5&-�03-3832-4188　FAX	03-3833-1807
■ 発行人 宮下　淸貴
■ 印　刷 ㈲ネットワン

© Japan Association for Advancement of Phyto-Regulators (JAPR) 2016
　掲載記事・論文の無断転載および複写を禁止します。転載を希望される場合
は当協会宛にお知らせ願います。

取　扱　株式会社全国農村教育協会
　　　　〒110-0016　東京都台東区台東1-26-6 (植調会館)
 5&- 03-3833-1821
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